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Ⅲ．先進地視察先レポート及びヒアリングシート 

 

○先進地視察先レポート 

(1)視察の目的 

・ 当プロジェクトチームでは、平成 23 年 9 月から 10 月にかけて、新幹線が開業して間もない「東北

新幹線」「九州新幹線」の沿線駅を視察し、新幹線開業直前・直後の取り組みや、新幹線がもたらし

た地域への波及効果・問題点などについて、県や市、商工会議所等を訪問し、情報収集を行ったほ

か、平成 10年の長野冬季五輪にあわせて、長野駅まで先行開業している北陸（長野）新幹線の沿線

地域を訪問し、新幹線が開業したことで、街がどのように変わったかなどを調査した。また、富山

市と同じく、路面電車の街として知られる「広島市」及び「岡山市」を訪問し、2 次交通としての

路面電車の活用策などについて、鉄道（軌道）事業者等へヒアリングを行った。 

・ なお、今回は、平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災に伴い、東北地方を中心に甚大な被害

がもたらされ、全国的に観光旅行等の自粛ムードが広がったほか、東京電力福島原発事故による風

評被害等により、海外からの観光客も滞り、東北地方に限らず、全国的に観光産業が大きなダメー

ジを受けた。今回の視察では、全国各地域が少なからず、東日本大震災による影響を受けており、

入込客数など例年と単純に比較できない旨を追記しておく。 

 

(2)先進視察地での取り組み 

【東北・九州・北陸（長野）新幹線の概要】 

 東北新幹線 九州新幹線 北陸（長野）新幹線 

開 業 1982／大宮-盛岡間開業 

85／上野-大宮間開業 

91／東京-上野間開業 

2002／盛岡-八戸間開業 

10／八戸-新青森間開業 

2004／新八代 

‐鹿児島中央間開業 

11／新八代‐博多間開業 

1997／東京-長野間開業 

 

2015／金沢-富山 

-長野間開業予定 

停車駅 東京、上野、大宮、小宮、宇都

宮、那須塩原、新白河、郡山、

福島、白石蔵王、仙台、古川、

くりこま高原、一ノ関、水沢江

刺、北上、新花巻、盛岡、いわ

て沼宮内、二戸、八戸、七戸十

和田、新青森 

博多、新鳥栖、久留米、筑後船

小屋、新大牟田、新玉名、熊本、

新八代、新水俣、出水、川内、

鹿児島中央 

東京、大宮、高崎、安中榛名、

軽井沢、佐久平、上田、長野 

 

（※飯山、上越、糸魚川、新黒

部、富山、新高岡、金沢） 

※は 2015 年開業 

視察地

近隣の

空港の

就航状

況 

【青森空港】国内線／羽田、新

千歳、伊丹、小牧、国際線／ソ

ウル 

【三沢空港】国内線／羽田 

【いわて花巻空港】国内線／新

千歳、伊丹、小牧 

【鹿児島空港】国内線／羽田、

伊丹、中部、福岡など計 16路

線、国際線／ソウル※・上海 

【熊本空港】国内線／羽田、伊

丹、神戸、中部、小牧、沖縄、

天草、国際線／ソウル 

【福岡空港】国内線／羽田、成

田、関西、中部など計 24路線、

国際線／ソウル・釜山・済州

島・上海など計 19路線 

【松本空港】国内線／福岡、新

千歳 

※ソウルとは仁川国際空港を指す。 
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【先進地での取り組み状況】 

①東北新幹線               ※人口は H23.3.31 現在（総務省自治行政局編住民基本台帳参照） 

 青森市（新青森駅） 八戸市（八戸駅） 北上市（北上駅） 

人 口 302,957 人 240,784 人 93,142 人 

訪問先 青森県庁 企画政策部 

青森市 経済部 

青森商工会議所 

八戸市 都市整備部 

まちづくり文化観光部

商工労働部 

八戸商工会議所 

北上市 商工部 

北上商工会議所 

東京からの所要時間（最短） 3時間 10 分 2 時間 56 分 2 時間 25 分 

観光列車 リゾート列車「あすなろ」

「しらかみ」、津軽鉄道「ス

トーブ列車」 

  

◆東北における共通点 

・ 東北新幹線「新青森駅」開業は、青森県内では平成 14 年の「八戸

駅」開業に次いで 2度目の開業である。新青森駅と同じく開業した

「七戸十和田駅」には約 700 台の無料駐車場があり、近隣の住民の

利便性も高いが「はやぶさ」などが停車しないといった問題もある。

また、同駅から十和田湖や下北半島へどのように誘客するかが課題

であるようだ。 

・ 東北新幹線に新しく導入されたＥ５系「はやぶさ」は、新青森・東京駅間を最短 3時間 10 分で結ん

でいる（将来的には 3時間 5分まで短縮されることになっている）。車内は「ゆとり」と「やさしさ」

の感じられるインテリアデザインが採用されている。 

・ 今回は、東日本大震災の影響により、東北新幹線は 1ヵ月程度「不通」となった。4月 29 日にスピ

ードを抑えて、運転を再開したものの、しばらくは徐行運転が続き、通常ダイヤに戻ったのは 9 月

24 日。地震の影響や福島原発事故の風評被害等から、観光客は激減したものの、新幹線の本格運転

再開後は、女優・吉永小百合を使ったＪＲ東日本「大人の休日倶楽部」の効果もあり、徐々に観光

客が戻りつつある。 

・ なお、北陸新幹線が全線開業する翌年度（平成 27年度）に、新青森から函館（北海道）まで新幹線

が延伸することになっており、青森県をはじめ市や商工会議所は、沿線地域や函館市と連携を図り、

観光客等の受け入れを図りたいとしている。 

◆青森市（新青森駅） 

・ 平成 22 年 12 月が開業した東北新幹線「新青森駅」。中心市街地にあ

る青森駅から 4㌔離れて建設された新駅である。現在は、駅東口には

駅前公園のほか、バスターミナルやタクシー乗り場が整備され、駅西

口には 1,000 台収容できる駐車場がある。因みに、青森市は富山市と

同じく、平成 19年 2月に「中心市街地活性化基本計画」1号認定を受

けており、中心市街地の活性化を大きな柱として、青森市の中心部で

ある青森駅周辺の開発を集中的に行い、新駅周辺の開発を抑制してい

ることから、新駅周辺には住宅展示場やレンタカー会社のみとなり、

閑散としている。 

・ 新青森駅構内には、2階に「あおもり観光情報センター」が開設され

ているほか、1階には県内の特産物を販売する「あおもり旬味館」が

ある。 

☝新青森駅東口の様子 

☝あおもり旬味館 
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・ 新幹線駅の新青森駅と元来の青森駅間は在来線（ＪＲ）で結ばれており、新幹線ダイヤとＪＲ在来

線ダイヤを連動させ、利用者の利便性が向上している。 

・ 青森県内では新青森駅の開業が八戸駅の開業に続き、2 度目の開業となる。新青森駅の開業時には

青森県知事が本部長となり「青森県新幹線開業対策推進本部」を立ち上げ、「結集！！青森力」のテ

ーマのもと、観光地の整備や受け入れ態勢の充実を図っている。その取り組みのひとつとして、Ｊ

Ｒ東日本をはじめとする全国のＪＲ各社と連携して「青森デスティネーションキャンペーン」（4月

23 日～7 月 22 日）を実施し、首都圏からの誘客を図った（ねぶたなどの伝統芸能を活用）。 

・ 青森県は三方が海に囲まれており、魚介類が豊富であることから、食を生か

した取り組みとして、「寿司クーポン」（ＪＲミールクーポン）や「古川市場

のっけ丼」（青森商工会議所が実施）などを実施しており観光客にも好評であ

る。また、観光客の受け入れ面では、市民のおもてなし意識を醸成し、ボラ

ンティア観光ガイドの育成を図っている。 

・ また、ハイブリットシステムを搭載した新型リゾート列車が運行されている。

新青森駅から下北半島（大湊）及び津軽半島（蟹田）に「リゾートあすなろ」、青森駅から秋田駅へ

「リゾートしらかみ」が運行されているほか、津軽五所川原駅と津軽中里駅を結ぶ津軽鉄道ではス

トーブ列車が運行されており、津軽の冬の風物詩にもなっている。 

◆八戸市（八戸駅） 

・ 平成14年12月に東北新幹線八戸・盛岡駅間がつながり開業した「八戸駅」。

新青森駅が開業するまで、八戸駅は東北新幹線の終着駅として、また、青

森県の玄関口として観光客等を出迎えてきた。 

・ 元来、八戸市は北東北有数の工業都市であり、臨海部には生活関連型・基

礎素材型の産業が集積している。新幹線の開業に伴い、ソフトウェアやコ

ールセンター、ネット証券会社などが進出し、雇用も増大した。しかし、新幹線開業が影響したの

か、不況が原因なのかは不明だが、青森・秋田・岩手の支社等が仙台に集約されている。 

・ 八戸商工会議所では、東北新幹線八戸駅の開業に合わせた八戸駅舎の改築工事に伴い、八戸市が設

けた八戸駅舎等整備基金に対し、同所は募金への協力を常議員会で決議し、会員事業所に対し、募

金の協力依頼を行った。その結果、2.5 億円もの募金を集めた。同所で集めた募金の約半分を新幹

線開業時のソフト事業に活用させてもらったとしている。 

・ また、東北新幹線八戸駅の開業にあわせて、平成 13年度に八戸商工会議所副会頭が委員長、八戸市

観光部長などが副委員長となり「新幹線八戸駅開業事業実行委員会」を立ち上げ、開業イベントな

どに取り組んだ。開業イベントとしては、首都圏でのＰＲや観光ガイドマップの作成、また、中心

市街地に、八戸の食材や郷土料理を提供する八戸屋台村「みろく横丁」をオープンさせた。屋台村

としては全国でも先進地であり、全国から多くの観光客が訪れている。最近では女優・吉永小百合

を起用したＪＲ東日本の「大人の休日倶楽部」で取り上げられたこともあり、市民のほか首都圏を

中心に多くの観光客が訪れている。このほか、八戸港で水揚げされた魚介類が豊富に並ぶ「八食セ

ンター」へは、八戸駅からワインコインシャトルバスが運行され、多くの観光客が訪れている（因

みに、第 1 回目のＢ級ご当地グルメの祭典「Ｂ-1 グランプリ」はこの八食センターで開催された）。 

・ 新幹線が開業したことで、複数のビジネスホテルチェーンが八戸へ進出した。その半面、地元のホ

テル・旅館にしわ寄せが来ており、大きな打撃を受けている。 

・ 八戸市は、新幹線の開通で、仙台や東京が日帰り圏内となり、市民などの購買力の流出につながっ

☝古川市場のっけ丼 
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たが、それ以上に、交流人口が増えることによる効果のほうが大きかったとしている。 

◆北上市（北上駅） 

・ 北上市は現在、工業団地 8ヵ所、流通基地 1ヵ所、産業業務団地 1ヵ所を抱える一大集積地である。

北上市は、元々は農村であり、出稼ぎに出る労働者が多く、これらの労働者を北上に留めるための

就職対策として、企業誘致に取り組んだ。昭和 52 年の東北縦貫自動車道や昭和 57 年の東北新幹線

の開通が、その活動に弾みを付けることになったが、企業誘致が進んだ大きな要因として、人を運

ぶ「新幹線」と物を運ぶ「高速道路」の両者が整い、交通の要衝であったことが挙げられる。また、

東京から北上まで新幹線を利用すれば最速 2 時間 25 分で移動することができ、技術者らの往来が便

利であることも（日帰り出張も可能）、企業からは高く評価され、企業誘致が進んだ要因の一つであ

ると考えられる。 

・ 技術面でも他の地域の差別化が図られている。ＪＲ北上操作場跡地に整

備された「北上市イノベーションパーク」には、北上市直轄の施設「北

上市基盤技術支援センター」があるが、このセンターには、東北ではこ

こだけの高額設備（三次元座標測定機など）が設置してある。これらの

試験設備を利用するため、県内外から多数の中小企業者が訪れている。

また、施設内には岩手大学工学部の研究施設もあり、大学との共同研究

も可能という面で、中小企業者らの利便性に応えている。 

・ 北上市では新幹線や高速道路などインフラが整っているほか、豊富な水と勤勉な労働力をアピール

ポイントに、引き続き、首都圏や中京圏などでの企業進出説明会などを開催し、企業誘致に努める

とともに、誘致した企業には市の幹部（部長）が年 1 回訪問し、要望などを聞き、改善につなげて

いる。 

・ なお、東日本大震災の際は、新幹線が 1 ヵ月ほどストップしたが、隣町のいわて花巻空港から羽田

空港へ臨時便が就航し、東京への移動も可能となったこと、また、秋田など横のライフラインも整

っていたため、電力や物資などを秋田から運搬することができ、比較的早期に復興することができ

た。このような面で、交通インフラが複数あることは災害に強い地域として、企業誘致にプラスに

働いていると思われる。 

 

☝北上市ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾊﾟｰｸ 
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②九州新幹線 
 鹿児島市（鹿児島中央駅） 熊本市（熊本駅） 久留米市（久留米駅） 

人 口 604,133 人 724,773 人 302,567 人 

訪問先 

鹿児島県 企画部企画課 

鹿児島市 経済局観光交流部

鹿児島商工会議所 

熊本県 企画振興部 

熊本商工会議所 

久留米市 

久留米商工会議所 

キャッチフレーズ 
かごしま一直線 くまもとサプライズ！ キラリ久留米 輝く、人、ま

ち。 

タレント 

マスコット 

鹿児島市ふるさと観光大使 

稲盛和夫氏（京セラ㈱名誉会

長、日本航空代表取締役会長）

熊本県宣伝部長 

スザンヌ（タレント） 

くまモン 

久留米ふるさと大使 

田中麗奈（女優） 

主要駅から 

所要時間 

博 多～1時間 19 分 

新大阪～3時間 45 分 

博 多～33 分 

新大阪～2時間 59 分 

博 多～15 分 

新大阪～2時間 41 分 

観光列車 

指宿のたまて箱（鹿児島中央

－指宿駅間） 

はやとの風（鹿児島中央－吉

松駅間） 

Ａ列車で行こう（熊本－三角駅間）

あそぼーい！（熊本－宮地駅間）

ＳＬ人吉（熊本－人吉駅間） 

いさぶろう・しんぺい（人吉－吉

松駅間） 

ゆふいんの森（博多－久留米

－大分駅間） 

◆九州における共通点 

・ ドーンデザイン研究所代表の水戸岡鋭治氏によってデザインさ

れた九州新幹線「さくら」「みずほ」は、「ゆったりした気分で

旅を楽しんでもらう」をコンセプトにしており、格調の高い雰

囲気を醸し出した木目調の車内は、座席も 4列シートの“ゆっ

たり”とした造りになっている。また、パソコン等の電源も備

わっており、ビジネス客や観光客に優しい構造となっている。 

・ 九州新幹線は、2004 年（平成 16 年）に鹿児島中央‐新八代駅間で先行開業していたが、鉄道利用

者の利便性を向上させるため、新八代‐博多駅間でシャトル運行されていた「リレーつばめ」と新

幹線「つばめ」とのスムースな接続を目指し、新八代駅の同じホームで乗り換えできる方式を採用

した。そのため、新八代駅に着いた利用客は、隣の列車に乗り換えるだけなので、利用者のストレ

スの軽減にもつながったようだ。 

・ 2011 年（平成 23 年）の九州新幹線全線開通を控え、鹿児島商工会議所及び熊本商工会議所、福岡

商工会議所は「オール九州」で観光客をつかむため、九州新幹線直通便が乗り入れる山陽新幹線の

主要駅で共同キャンペーンを実施した。また、近畿・九州・沖縄の 12 商工会議所は「九州新幹線を

活用した西日本活性化研究会」を発足させ、近畿と九州の経済交流の促進も図っている。 

・ 九州新幹線（「みずほ」「さくら」）と山陽新幹線は相互直通運転することで、博多駅での乗り換えな

しで、行き来することができるようになったため、関西・山陽・北九州方面との「心理的」な距離

が短くなり、観光客やビジネス客など人の往来も活発化するのではないかといった期待もある。 

・ また、新幹線を活用した通勤・通学定期券の購入者が増加しており（新幹線通勤・通学定期利用者

2,773人）、特に「熊本－博多駅間」が 465名と前年（46人）の 10倍になっている。 

・ 一方で、九州新幹線全線開業に先駆け、ＪＲ九州が「ＪＲ博多シティ」をオープン（平成 23年 3月

3 日）させた。九州初進出の店舗もあり、近隣都市からも多くの買い物客を集めていることから、

鹿児島や熊本など新幹線沿線では、商圏拡大を図るものであり購買力の流出などが懸念されている。 

・ このような中、鹿児島・宮崎・熊本の南九州では、平成 23 年 10 月 1日から 12 月 31 日まで、「のん

びり過ごす旅情の旅」をテーマにデスティネーションキャンペーンを実施している。 
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◆鹿児島市（鹿児島中央駅） 

・ 鹿児島商工会議所会頭を実行委員長とする「九州新幹線全線開業経済効果最大化プロジェクト実行

委員会」を官民一体となり組織し、開業イベントなど各種事業に取り組んだ。その取り組み例とし

て、ＭＩＣＥキャンペーンと称し、鹿児島で営業している大手企業の支店や営業所に対し会議や研

修、報奨旅行の鹿児島への誘致を図った。また、新幹線効果を最大限とするため、九州新幹線全線

開業経済効果最大化プロジェクト実行委員会を組織し、県民総ぐるみによる宣伝事業「エコー年賀

ハガキ」や新幹線開業シール、カウントダウン看板によるＰＲなどを行っている。 

・ 鹿児島中央駅から薩摩半島南部にある指宿駅間を約 1時間で走る観光列車「指宿のたまて箱」。地域

に伝わる伝説に由来し「いぶたま」の愛称で親しまれ、毎日 3 往復している。海側に向いたカウン

ター席が特徴で、平均乗車率が約 9 割（H23.8 月現在）という驚異的な数字を示しており、関西や

中国、四国地方から観光客が訪れている。一方、錦江湾を挟んで向かい側にある「大隅半島」へは

新幹線効果が波及しておらず、2次、3次交通アクセスが今後の課題である。 

・ 鹿児島市内では路面電車が運行されており、レトロ電車や観光電車などで観光客等の利用を向上さ

せている。また、市電軌道敷の緑化事業にも積極的に取り組んでいる。 

◆熊本市（熊本駅） 

・ 熊本県内では新八代駅に続いて 2 度目の開業となる熊本駅。熊本県では、新幹線開業を地域の活性

化につなげる方策を検討するため、平成 17 年度に「新幹線くまもと創りプロジェクト推進本部」を

立ち上げ、21 年 7月に新幹線元年事業基本計画を策定し、各種事業に取り組んでいる。その取り組

み事例として、新幹線の開業により、熊本県を訪れる観光客が増加することが期待されることから、

熊本の歴史や文化を学び、魅力を再発見し、熊本を訪れる方々へのおもてなしに役立ててもらうた

め、熊本・観光文化検定を実施している。また、観光客の顧客満足向上を図るため、観光客と接す

る機会の多い交通・観光・飲食・宿泊施設などで従事する方を対象に、

最上級レベルの知識やスキルを習得していただく、おもてなしマスタ

ー育成講座、外国語講座なども開講している。 

・ 熊本城を訪れる観光客の消費を喚起するため、桜の馬場に「城彩苑」

や「湧々座」の観光・物販・飲食施設をオープンさせた。 

・ 関西・中国地方向けの取り組みとして、平成 18年度に「新幹線くまも

と創りＫＡＮＳＡＩ戦略会議」を設置し、関西等でのプロモーション

活動を強化している。ＫＡＮＳＡＩ戦略アドバイザー委嘱やＫＡＮＳ

ＡＩ戦略の効果もあり、西日本からの観光客等が増加している。ＪＲ

西日本関係者によれば、新幹線の利用客については、通年で利用目標

（前年比 40％増）をクリアーできるのではないかとしている。 

・ 熊本県民の地元への愛着心を高めるため、自分たちの周りにある、驚

くべき価値あるものを再発見し、それをより多くの人に広めていく「く

まもとサプライズ」の推進運動に取り組み、総合アドバイザーに小山薫資氏をむかえ、地元の認識

度を高めている。県民に愛されるキャラクターづくりとして、マスコット「くまモン」を生み出し、

東京など各方面でのＰＲ活動に参加させ、話題化計画を推進している。また、地元出身でタレント

のスザンヌを熊本県の宣伝部長に任命し、マスメディアを通して露出度を高めている。 

・ 熊本駅と三角駅間を結ぶ観光列車「Ａ列車で行こう」は、上質な大人の旅を演出するシックな装い

が特徴的で、車内は南蛮文化をイメージしたシックな雰囲気となっている。西洋風にデザインされ

☝城彩苑・湧々苑 

☝関西圏でのくもモンによるＰＲ 
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た客室のバーカウンターでは、地元の特産品を使ったお酒などを提供している。 

・ 路面電車の取り組みとして、案内表示を充実し観光客に分かりやすい表記に取り組んでいるほか、

環境及び観光振興策として路面の緑化事業にも取り組んでいる。また、路面電車の定時性と速達性

を向上させるため、路面電車優先システムを導入している。  

・ 今後の課題として、関西や中国からの観光客の多くは、熊本城を観光したあと、阿蘇山から大分へ

抜け、別府温泉で宿泊するスタイルが増えており、熊本で宿泊させる仕組みを構築する必要がある。 

◆久留米市（久留米駅） 

・ 久留米市は、福岡県内で福岡市・北九州市の両政令都市につぐ、3 番目の人口規模（30 万人）を誇

る中核都市である。九州新幹線のほか、ＪＲ鹿児島本線・久大本線、西鉄甘木線・天神大牟田線の

鉄道や九州自動車道もあり、交通のクロスポイントになっている。 

・ また、ＪＲ博多駅から、久留米駅を経由して、大分駅を結ぶ久大本線で運行されている観光列車「ゆ

ふいんの森」では、客室乗務員の制服の一部に地域資源である久留米絣を活用するなど、ＪＲと連

携を図り、久留米の魅力をＰＲしている。 

・ 久留米市は、基幹産業である中心的な企業が経営破綻したことで、企業誘致で

は立ち遅れている面がある。また、医療機関（高度医療機関）や学術研究機関

が集積していることから、今後はメディカルツーリズムなどに積極的に取り組

みたいとしている。食の面では「とんこつラーメン」の発祥地であるほか、「や

きとり」や「筑後うどん」などの名物料理もあり、Ｂ級グルメの聖地事業とし

て、商工会議所が中心となり様々なイベントに取り組んでいる。 

・ 久留米市においては、九州新幹線開業のインパクトを地域活性化の起爆剤として活用を図るため、

全庁横断的なプロジェクト組織として「九州新幹線活用まちづくり推進本部」を平成 19年 1月に立

ち上げたほか、久留米の魅力づくりと戦略的な情報発信の推進のため、久留米市長が委員長、久留

米商工会議所会頭が副委員長となった官民一体の組織「久留米・新幹線活用プロモーション実行委

員会」を立ち上げ、各種事業に取り組んでいる。 

・ 久留米都市ブランド戦略として「自然」「食」「歴史」「ものづくり」「医療」をブランド化。「キラリ

久留米 輝く、人、まち。」をキャッチフレーズのもと、「久留米ふるさと特別大使」に地元出身で

女優の田中麗奈を採用し、パンフレットやホームページなどを活用して、久留米市の魅力を全国に

向け情報発信している。 

・ 体験交流型観光の充実として「まち旅博覧会」を企画。本当に久留米を知っている人がナビゲート

し、現在 81 のプログラムがある。今後、ツアーが組めるように、通年でまとまった人数が受け入れ

られるプログラムを増やしていきたいとしている。 

・ 久留米市の方針としては、「博多」へ行く人を「久留米」で留めることは不可能と考え、そうであれ

ば、「博多」まで行った人を「久留米」に呼び込む、いわゆる「Ｊターン戦略」を打ち出している。 

・ 久大本線の魅力をＰＲするため、沿線の 7 つの自治体で新幹線活用久大本線活性化協議会を組織し

て、大阪や神戸、岡山、広島、北九州、福岡、熊本、鹿児島で共同キャンペーンを実施している。 

☝久留米発とんこつﾗｰﾒﾝ 
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③北陸（長野）新幹線 
 長野市（長野駅） 佐久市（佐久平駅） 軽井沢町（軽井沢駅） 高崎市（高崎駅） 

人 口 384,284 人 99,699 人 19,213 人 370,714 人 

訪問先 長野県企画部 

長野商工会議所 

佐久市建設部都市計画課 

岩村田本町商店街 

軽井沢町観光経済課 高崎市都市整備部、商業課

高崎商工会議所 

◆長野市（長野駅） 

・ 平成 9年 10 月の新幹線開業にあたっては、「長野冬季五輪」の開催を目

前にしていたこともあり、新幹線を活用した振興策などは特に行われな

かったが、新幹線開業後は、オリンピックの効果もあり、観光客数が前

年比 40％増となるなど好調であった。 

・ オリンピック終了後、長野そごうの倒産やダイエーなどの大型店の撤退

が相次いだほか、新幹線を利用して若者らが東京へ買い物に出掛ける、

いわゆるストロー現象が顕著となり、地元百貨店の売上低迷や中心市街

地の衰退が深刻化した。 

・ 新幹線開通により、東京は日帰り圏内となったため、大手企業の支店・

出張所の閉鎖が相次ぎ、宿泊者の減少でビジネスホテルなどホテル・料

館への影響も大きかった。また、買い物等で東京へ出かける市民が増え

たことも事実であり、一段と東京圏に組み込まれた印象があるとしてい

る。 

・ 長野県は、白馬や上高地、志賀高原など国内有数の観光地を抱えており、長野駅から各方面へ路面

バスを新設するなどして、2次交通のアクセスの向上を図っている。 

・ オリンピック後は、オリンピックに使用した施設を活用して「ＭＩＣＥ」に力を入れており、コン

ベンションの規模や件数なども増加している。 

・ 長野市は、北陸新幹線の金沢延伸をにらみ、金沢市と共同で首都圏での共同誘客ポスターの設置や

観光パートナーシップ協定の締結など、北陸地域と連携した観光振興策を模索しており、長野で下

車してもらえるようなまちづくりに取り組んでいる。 

・ 長野商工会議所でも平成 20年 4月に「長野新幹線延伸対策特別委員会」を設置し、新幹線延伸に関

する様々な課題に積極的に取り組んでいる。 

・ 新幹線の開業に伴い、経営分離された並行在来線は、第 3 セクター「しなの鉄道」によって運行さ

れているが、乗降者数は減少傾向にあり（年間 1100 万人台）、運賃の改定（値上げ）や様々な企画

で、収入増加を図っている。 

◆佐久市（佐久平駅） 

・ 緑美しい田園地帯であった地域に、新幹線駅（佐久平駅）やイオン、ベイシアなどの商業施設やマ

ンション（30棟 645 戸）などが建設され、田園地帯が、商業や居住施設が立ち並ぶ都市へと変貌し

ていった。新幹線駅周辺にはあわせて約 1,300 台の駐車場が整備され、商圏人口も広がり、周辺の

市町村からの吸引力も高まっている。 

・ 新幹線駅の開業にあわせ、上信越自動車道や国道 141号線、新幹線駅に連結する JR小海線の新駅な

どが整備され、交通の結節点となっている。小海線では、世界初のハイブリット車両も運行されて

おり、自然にも優しい電車として注目を集めている。 

・ 東京への移動時間も 1 時間強となり、新幹線定期券購入者も 963名と多く、首都圏のベットタウン

になってきている。 

☝長野駅周辺の様子 
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・ 一方で、新幹線駅から離れた商店街は、全国同様、厳しい経営を強いられているようだが、イオン

など大型店と連携し、市民の利便性を高め、活気を取り戻しつつある商店街もある。 

◆軽井沢町（軽井沢駅） 

・ 避暑地として知られる軽井沢は、夏場を中心に富裕層のリゾート地であっ

たが、アウトレットの進出などを機に、観光客等が気軽に訪れる街に変貌

しており、夏には人口 19,000人の町に凡そ 10倍もの観光客・買い物客が

訪れる。特に女性を中心に、新幹線を利用してショッピングに訪れるよう

になった。 

・ アウトレット（プリンスショッピングプラザ）は、上信越自動車道の整備と併せて、大規模な駐車

場を整備したことや売り場面積を増やしたことなどから、超広域的な集客に成功している。 

・ その一方で、旧軽井沢地域周辺は居住者が減少しており、飲食店も軒並み営業時間を短くするなど

の変化を見られる。特に、特急電車の発着駅であった中軽井沢駅は、新幹線開業に伴い、並行在来

線駅となり、乗降者数の減少から、駅周辺の賑わいが薄れ、廃業や移転に追い込まれる店舗が増え

ているといった問題もある。 

・ 新幹線で首都圏まで近くなったことから、首都圏への通勤者が増えた一方、日帰り観光客も増え、

宿泊業者への影響も出ている。 

・ なお、週末を軽井沢のマンションで過ごすという週末居住者や別荘を通年居住用へリフォームした

転入者も増えており、軽井沢町全体の人口は継続的に増加している。 

・ 新幹線延伸時には、北陸からの誘客を図るため、メディアを活用した北陸でのＰＲも検討している。 

◆高崎市（高崎駅） 

・ 高崎市はＪＲ線や私鉄線のほか、上越新幹線や北陸新幹線、関越自動車

道や上信越自動車道などが整備されており、交通の結節点（要衝）とな

っている。現在、関越自動車道スマートインターチェンジの建設計画が

あり、高崎駅東口と高速道路を結ぶ直線道路を整備し、高速道路を活用

して、日本海や太平洋への物流アクセスの向上を図っている。 

・ 高崎市では、北陸新幹線の金沢までの延伸を見据え、金沢市と友好都市交流協定を締結し、交流を

図っているほか、高崎や長野、富山、金沢など沿線の自治体が連携し、新幹線サミットを開催し、

各都市の魅力をアピールしている。 

・ 高崎駅周辺にはペデストリアンデッキが広がり、駅を出て、目的地までスムースに行くことができ、

観光客等にも優しいまちづくりが行われている。高崎駅東口にはヤマダ電機本社が移転するなど、

駅周辺の再開発が進んでいる。 

・ 高崎駅の駅舎内では、高崎の土産物が全て揃ってしまい、駅周辺への観光客等の流れがないため、

駅周辺の商業施設や中心市街地の商店街へ回遊させる取り組みを行っている。 

・ 高崎商工会議所は、観光客やビジネス客を中心に交流人口を増やす取り組みとして、ＪＲに要望を

行い、ほとんどの新幹線が高崎駅に停車するようになった。 

 

 

 

 

 

☝軽井沢駅 

☝ﾍﾟﾃﾞｽﾄﾘｱﾝﾃﾞｯｷが広がる高崎駅前 
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④路面電車の先進都市（広島市・岡山市） 
 広島市（広島駅） 岡山市（岡山駅） 

人 口 1,161,647 人 689,538 人 

訪問先 広島商工会議所、広島電鉄㈱ 岡山商工会議所、岡山電気軌道㈱ 

◆広島市（広島電鉄㈱） 

・ 広島商工会議所は、運輸部会が中心となり、平成 19年 6月に「広島

地域における総合交通体系のあり方」の提言書をとりまとめ、関係

機関に提言を行っている。 

・ 広島市内の軌道は 8 系統あり、路線では日本一となっている。市内

で路面電車を運行する広島電鉄㈱は「歩かせない・濡らさない・待

たせない」をコンセプトに電停やバス停の整備を行っている。また、

観光客等の利便性を向上するため、電子案内板を観光客に分かりやすく改良したほか、外国人観光

客への対応として、電停の案内板を 4ヵ国語表記に変更するなどしている。 

・ また、路面電車を観光資源として捉え、他の地域で走っていた車両を広島で走らせたり、車両をデ

コレーションしたりして、市民や観光客を楽しませている。 

・ このほか、広島にはバス事業者が 7 社あり、広島市中心部の「八丁堀」には全てのバスが乗り入れ

ているが、バス停が散在していることから、観光客等には利用しにくい状況にある。 

◆岡山市（岡山電気鉄道㈱） 

・ 岡山は中国と四国の中心であり、交通の結節点である。なかでも、コ

ンベンションの誘致を強化しており、岡山駅を中心にコンベンション

施設の建設などを進めている。 

・ 岡山市内では岡山電気鉄道㈱が、ＪＲ岡山駅前から「東山線」と「清

輝橋線」の 2路線を運行している。車両のデザインなどは、九州新幹

線のデザインなどを手掛けているドーンデザイン研究所の水戸岡鋭治氏（岡山市出身）に依頼して

いる。岡山市内では水戸岡氏がデザインした低床車両「ＭＯＭＯ」が運行されており、「ＭＯＭＯ」

を視察するため、全国から多数の視察客が訪れているとのことであった。 

 

(3)先進地での取り組みをテーマごとに分類 
新幹線名 

（視察先） 

東北新幹線 

（青森・八戸・北上） 

九州新幹線 

（鹿児島・熊本・久留米） 

北陸（長野）新幹線 

（長野・佐久・高崎） 

交通体系 ・高速道路網と新幹線の連携 ・路面電車優先システム ・交通の結節点（北関東自動車道）

まちづくり ・観光ガイドの育成 

・まちなか観光充実 

・ねぶたをいかしたまちづくり 

・Ｊターン戦略（博多⇒久留米）

・セッター戦略（熊本⇒） 

・ペデストリアンデッキ 

・ＭＩＣＥの誘致活動 

・ペデストリアンデッキ 

産業基盤強

化・人材育

成 

・最先端技術の設置 

・岩手大学との共同研究 

・高速道路網の整備 

・豊富な水、勤勉な労働力 

・中京圏等でのＰＲ 

・医療機関（高等医療機関）誘致

・学術研究機関の誘致 

・高等教育コンソーシアム熊本 

・大型ＳＣの誘致 

・マンション建設 

 

観光・食 

・首都圏でのプロモーション 

・ＤＣの実施 

・リゾート列車の運行 

・観光タクシー 

・食のブランド化（Ｂ-1 ｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ）

・広域観光 

・関西圏でのプロモーション 

・カウントダウンボードの設置 

・エコー年賀ハガキの作成 

・ＤＣの実施 

・観光列車の運行 

・久留米ブランド戦略（Ｂ級） 

・おもてなしガイドの育成 

・マスコットキャラクターの活用

・高崎バル 

・軽井沢ブランド 

・山岳観光 

 

☝広島市内を走る路面電車 

☝岡山市内を走る電車 
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(4)プラスとマイナス面 

 新幹線が各地域にもたらした影響をプラス面・マイナス面で整理してみた。 

【プラス面】 

①交流人口の増加 

・ 新幹線の開業は、移動時間の短縮や輸送力の拡大などにより、交流人口を増加させ、地域経済へ大

きな波及効果をもたらしている。九州最南端の温泉地「指宿」では、鹿児島中央駅と指宿駅の間で

運行されている観光列車「指宿のたまて箱」を活用して、関西や中国方面から、多くの観光客を呼

び込んでいる。これは単純に交通手段が良くなったことだけが影響しているのではなく、地域住民

が自ら考え、行動し、受け入れ態勢を整えていたことがプラスに作用したものと推測される。 

②市民意識の変化 

・ 新幹線の開業により、観光客数等は確実に増加する。今回、視察した各地域では、観光客やビジネ

ス客をお出迎えするため、おもてなしセミナーや講座などを開き、地元への認識を深めているほか、

観光ボランティアガイドを育成し、観光客の受け入れ態勢を整えている地域が多くみられた。 

③首都圏等との移動時間が短縮 

・ 移動時間が短縮することは、観光客やビジネス客の移動によるストレスを和らげることになるほか、

行動範囲を拡大することで、消費の増加にもつながっているようだ。また、反対に地方から首都圏

に出掛けることも便利になるため、市民にとっては東京の文化にオンタイムで触れることができ、

市民の生活の質も高まっている。 

④高速道路や空港、港湾との連携 

・ 新幹線だけでなく、高速道路や空港、港湾などと連携を図り、地域の活性化に繋げている事例もあ

る。北上市では高速道路の開通に合わせて、工業団地を整備し、企業誘致を図った事例がある。新

幹線の開業で首都圏が日帰り圏内となったことから、技術者など出張者の利便性が向上したことも

企業誘致を促進させた要因になったようだ。 

【マイナス面】 

①地域間格差 

・ 新幹線の開業が、交流人口の増加につながっていない事例もある。プラス面として「指宿」の事例

を紹介したが、錦江湾を挟んで向かい側の大隅半島に観光客が流れておらず、新幹線効果が波及し

ていないことが分かった。地理や物理的な問題もあるが、観光客を呼び込む態勢づくりを行わなけ

れば、新幹線が開業しても、観光客が訪れないといった事態に陥る恐れもある。 

②県外資本の進出と地元企業の衰退 

・ 新幹線が開業することで、地方に県外の大手資本が進出し、地元経済に影響を及ぼす心配もある。

八戸では、新幹線の開業と同時に、ビジネスホテルチェーンが進出したことで、価格競争などで地

元ホテル・旅館業者が大きなダメージを受けたとのことである。（居酒屋チェーンの事例もある） 

③「移動時間の短縮」が宿泊業界にもたらす影 

・ 新幹線は「移動時間の短縮」と言ったメリットをもたらす一方、首都圏等が近くなるため（日帰り

圏内の拡大）、宿泊者が減少するといった問題も出てくる。長野などでは、宿泊客の減少に伴い、地

元ホテル・旅館を中心に、大きな被害を受け、撤退や廃業、倒産に追い込まれた事例もあるようだ。 

④ストロー現象とＪターン戦略 

・ 魅力ある地域に購買力が吸い上げられる「ストロー現象」といった問題も懸念される。長野では首

都圏が日帰り圏内になったことで、新幹線で「東京」へ買い物に出掛ける市民が増加し、売上等の
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減少により、地元百貨店の倒産や大型店の撤退といった問題も発生している。一方で、久留米市の

ように、博多へ行った買い物客を久留米へ呼び込む「Ｊターン戦略」を打ち出すなど、対策を講じ

ている地域もある。 

⑤構造的に乗降者の増加を見込めない並行在来線 

・ ＪＲから経営分離された並行在来線は、自治体等が出資する第三セクター等によって運行されるこ

とになるが、車社会の進展と人口減少社会の到来により、乗降客の増加も望めず、厳しい経営を強

いられているところが多い。このような中、「青い森鉄道」のように、高校があるエリアに新駅を建

設するなどして、利用者の増加を図っている事例もある。 

⑥新路線の開設で生き残りを図る地方空港 

・ 定時性や（航空運賃に比べ）割安な運賃の新幹線に乗客等が流れるなど、新幹線の開業で苦戦して

いる地方空港も多い。東京（羽田空港）などへ路線を持つ空港では、航空会社の撤退や機材の小型

化などが行われている。しかし、全国の主要都市との間で、新たに路線を設けるなどして生き残り

を図っている空港も多い。 

 

(5)富山で想定される課題 

 今回の視察結果を踏まえ、各地での効果を富山に当てはめた場合、次のような課題が考えられる。 

①市民の意識醸成 

・ 新幹線開業に向けての取り組みとして、鹿児島では県民総ぐるみによる宣伝事業「エコー年賀はが

き」「新幹線開業シール」、熊本では自分たちの周りにある、驚くべき価値あるものを再発見し、よ

り多くの人に広めていく「くまもとサプライズ」など、市（県）民を巻き込んだ運動が展開されて

いる。富山では、県内在住者向けのアンケート調査を見ると、新幹線が開業することは知っていた

が「開業時期までは知らなかった」という割合は 3 割を超えており、開業時期までは広く浸透して

いないことが窺える。新幹線が開業すれば、観光やビジネスの交流人口が増加することから、受け

入れ態勢を整えておく必要があり、市（県）民を巻き込んだ運動が求められる。 

②観光客に選ばれる街づくり 

・ 熊本では熊本城に隣接する桜の馬場に観光・物販・飲食施設「城彩苑」や「湧々座」をオープンさ

せるなど、観光客を街なかに周遊させる仕組みを構築しているほか、久留米では、博多を訪れた観

光客を、久留米へ呼び込む「Ｊターン戦略」を打ち出している。また、八戸では北の海鮮グルメ都

市として「八戸みろく横丁」や「八食センター」で八戸の食を提供しており、観光客の満足度を満

たしている。このように、富山においても、街なかに立ち寄りたくなる仕掛けづくりが求められる。 

③観光客に優しいまちづくり 

・ 広島電鉄では、観光客の利便性を高めるため、電停などの案内表示板の明瞭化を図っているほか、

外国人観光客向けの対応として、英語のほか韓国語・中国語・台湾語など多言語の案内表示板に切

り替えを進めている。富山市も全国に知られる路面電車の街であり、新幹線の開業や南北の路面電

車の連結により、電車で市内を巡る観光客も増えると思われ、分かりやすい看板表示が求められる。 

・ また、富山には外国人観光客が多数訪れる立山・黒部アルペンルートや黒部ダムといった観光地が

ある。国ではインバウンド観光を推進しており、今後、外国人観光客がさらに増加すると思われる。

富山市内でも多言語表示の看板が徐々に整備されてきているが、さらなる整備が望まれる。 

④2 次交通の充実 

・ 九州や東北では「指宿のたまて箱」や「Ａ列車でいこう」「リゾートあすなろ」などユニークな観光
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列車が運行されており、新幹線が運んできた観光客を各地の観光地（温泉地）に運んでいる。富山

では、富山地方鉄道が、西武鉄道から譲り受けた旧レッドアロー号を改装した特別車両「「ALPS 

EXPRESS（アルプスエキスプレス）」（デザイン監修：水戸岡鋭治氏）を運行し（平成 23 年 12 月 25

日から）、立山や宇奈月への誘客を図っているが、このような取り組みを通して、富山駅と県内各地

の観光地を結ぶ 2次交通を充実させていく必要があると思われる。 

⑤富山の特性を生かした企業誘致 

・ 北上市は「豊富な水」と「勤勉な労働力」などをアピールポイントに企業誘致を進めているように、

他の地域との差別化がポイントである。富山は「薬」の街として知られているように、医薬品産業

が集積している。2010 年の富山県の医薬品生産金額を見ると 4,737億円と全国 4位にランクしてい

るが、このような富山の特性を生かした、富山ならではの企業誘致が考えられる。（※参考：厚生労

働省「薬事工業生産動態統計年報」） 

⑥高速道路などインフラの活用 

・ 北上市は企業誘致の際に「新幹線」だけでなく「高速道路」をセットにしたセールスを進めている。

新幹線は「人」を運ぶものであり、物を運ぶのは「高速道路」や「船舶」「飛行機」である。このよ

うな観点から、富山には縦横に整備された「高速道路」や日本海側の総合的拠点港 5 港に指定され

た「伏木富山港」、国内のほか複数の国際路線を持つ「富山空港」など交通インフラが整っており、

恵まれた環境にある。加えて、新幹線の開業で、アピール材料が更に増えることから、このような

資源を有効に活用する必要がある。 

⑦北陸はひとつ 

・ 鹿児島商工会議所及び熊本商工会議所、福岡商工会議所では、九州新幹線直通便が乗り入れる関西

や中国地方の沿線主要駅で共同キャンペーンを実施するなど、九州地方が一丸となって、「オール九

州」での観光客の誘致を図っている。富山においても、富山単独ではなく、北陸各地域と連携した

取り組みが必要である。 

⑧在来線の乗降者を増やす取り組み 

・ 新幹線の開業により、ＪＲから経営分離される並行在来線は、自治体などが出資する第 3 セクター

によって運営されることになる。「青い森鉄道」や「しなの鉄道」「肥薩おれんじ鉄道」など全国的

に厳しい経営を強いられているところが多いようだが、高校などがある地域に新駅を建設するなど、

利用者を増やすための取り組みを行っているところが多い。富山においても、新幹線の開業により、

北陸線などの並行在来線がＪＲから経営分離される見通しであるが、交通弱者である学生や高齢者、

また、観光客の足を確保するとともに、利用者の負担増にならないよう、県内においても乗降者を

増やす取り組みが求められる。 

以上 
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新幹線プロジェクト／ヒアリングシート（青森県） 

視察日 平成 23 年 10 月 19 日（水） 

視察先 青森県庁 企画政策部 交通政策課 

観光関連分野へ

の影響や効果 

・ 平成 22 年 12 月 4 日開業時、新幹線乗車数、前年同月比 134%増。1 月

142%、2 月 132%と好調。3月 11 日震災以降は 10 分の 1に落ち込む。 

・ 4/23 からﾃﾞｽﾃｨﾈｰｼｮﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝがｽﾀｰﾄ（7/22 まで）。新幹線 4/29 にｽﾋﾟｰﾄﾞ

抑えて全線開通。通常ﾀﾞｲﾔは 9/24 から。直近の利用状況は 151%に回復。

・ 吉永小百合「大人の休日倶楽部」影響。観光客が戻りつつあるが、宿

泊客は増えず。 

商工業機能等の

集積に関する影

響や効果 

・ 支店等の統廃合等はない。 

・ 商業者は歓迎ムード、新幹線開業により活気はでた。 

・ 青森市が中心市街地活性化基本計画の認定を受けた影響で、新青森駅

周辺の商業開発をストップ。青森駅周辺を重点的に支援。 

・ 新青森駅は郊外にあり、郊外型の商業施設がある。駅前には住宅地と

レンタカー会社のみ（一部商業地もあるが地価高い） 

・ 青森駅周辺にはアウガ（地下が鮮魚市場）、古川市場（のっけ丼）、

A-FACTORY（ＪＲが開発したリンゴ加工工房と販売所を併設）、ねぶた

の家ﾜ･ﾗｯｾ、八甲田丸、物産展示場「アスパム」など駅周辺に観光施設

が多い。また青森駅前のﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ、観光案内所を市が整備。 

飛行機 ・在来

線・バス・路面

電車・自動車等

への影響や効果 

・ 新青森駅に 1,000台駐車場。新八戸は 800台(無料)。 

・ 新青森駅と青森駅はＪＲ運行、青森駅から八戸駅へは第 3セクター「青

い森鉄道」が運営。利用率に関してはあまり良くない印象。 

・ 市内バスは市営バスとＪＲバス、弘前へは弘南バス。青森空港と青森

駅を結ぶ路線はＪＲバスが運行し好調。 

・ 青森駅と新青森駅の間の移動はＪＲのほか、定額タクシーがある。 

・ 空港の利用者は減少。新幹線というよりＪＡＬの経営破綻の影響大。

機材も小型化。※開業前から新幹線、空港の利用割合は 9:1（東京、新

千歳、伊丹、小牧、仁川国際空港へ就航）。空港にも有料駐車場あり。

県民からの声、

県民意識の変化

や県民生活環境

への影響や効果 

・ 在来線の特急廃止により県民に影響が出ている。 

・ 青森駅と新青森駅間のアクセスに問題あり。 

・ 青森駅周辺は新幹線のおかげで活気が出ているとの話。 

開業前、開業時

の取組みや開業

前に想定してい

たことに関して 

・ 観光地としての取り組み 

①青森県新幹線開業対策推進本部を設置(本部長は青森県知事) 

②統一テーマのフラッグ・のぼり等の作成 

③県民ホスピタリティ向上「セミナー開催、おもてなしリーフレット」

④ＪＲ東海との連携による大型観光キャンペーン 

⑤旧青森駅周辺の再開発（アスパム、A-Factory、ねぶたの家ﾜ･ﾗｯｾ）

その他、新幹線

がもたらしたメ

リット、デメリ

ット、あるいは

想定されるメリ

ット、デメリッ

トなど 

・ 交流人口は間違いなく増加している。 

・ ストロー効果の影響なし。（東京方面に買い物に行っている人はいる

が、県内の商業施設への影響などはほとんどなし） 

・ 県は新青森駅への投資を期待、市は青森駅への投資を促進。連携図れ

ず。2箇所を開発しているようなもの。 

・ 弘前市や大間が観光客を呼び込んでいる 

・ 十和田湖周辺が個人観光に対応せず、観光客減。 

その他 ・ 平成 27 年度開業の新青森・函館間の北海道新幹線開業と連携 
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新幹線プロジェクト／ヒアリングシート（青森市・青森商工会議所） 

視察日 平成 23 年 10 月 20 日（木） 

視察先 
青森市 経済部 新幹線開業対策課・商店街振興課 

青森商工会議所 新幹線まちづくり対策部  

観光関連分野への

影響や効果 

・ 平成 22 年 12/4 の開業月には前年同月比、宿泊数、観光客数、各種施設への

来場者数は概ね好調であり、開業効果があったと言える。 

・ 3/11 震災影響大きい。JR 東日本と連携し「青森 DC」実施（4/23～7/22）DC

のおかげで 10分の 1まで落ち込んだ観光客も対前年 7割程度に回復。 

・ 市民のおもてなし意識を醸成（市民おもてなしﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの育成）。 

・ 駅周辺施設の周遊を図るため、周遊きっぷ発売。観光バス運行。 

・ 津軽、下北、県南と広域連携強化。都市間競争勝ち抜くため。 

商工業機能等の集

積に関する影響や

効果 

・ 支店等の統廃合等はない。影響は感じていない。 

・ 青森市は工業が盛んでは無いので、影響は少ない。 

飛行機・在来線・

バス・路面電車・

自動車等への影響

や効果 

・ 青森は自動車社会、新青森駅周辺に 1,000 台収容できる駐車場を整備。 

・ 青森駅➔八戸駅へは第三セクター(青い森鉄道)運行。線路は県、列車は 3 ｾｸ、

線路使用料は免除だが赤字経営。沿線の高校エリアに新駅建設、利便性を高

め、利用増を図る。 

・ 青森駅➔新青森駅間「定額タクシー」料金 1,500 円。 

県民からの声、県

民意識の変化や県

民生活環境への影

響や効果 

・ 在来線の特急廃止で県民に影響出た。青森駅-新青森駅の交通ｱｸｾｽに難。 

・ 古川市場「のっけ丼」の従業員にヒアリング。新幹線のおかげで活気が出た。

青森商工会議所の「のっけ丼」のおかげ、好評。 

開業前、開業時の

取組みや開業前に

想定していたこと

に関して 

○ 青森県新幹線開業対策推進本部を設置、本部長は青森県知事。統一ﾃｰﾏは「結

集!！青森力」。会議所ビルにも看板などを設置。 

○ 会議所・青森市・青森観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ協会とｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝに基づき実行委員会組織。

1．観光地としての取り組み 

①青森県新幹線開業対策推進本部を設置(本部長は青森県知事) 

②まちなか観光資源の整備充実旧青森駅周辺の再開発（A-FACTORY等） 

③食の開発（のっけ丼、青森りんごﾌﾞﾗﾝﾄﾞ、青森ﾗｰﾒﾝ等） 

④仙台、大宮、東京（原宿表参道）で観光ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ 

2．受け入れ態勢の整備 3．広域観光拠点として機能強化 4．戦略的な情報発信

○ 開業 200 日前、150 日前、100 日前、30 日前の 4回ｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝ記念ｲﾍﾞﾝﾄ 

○ ﾃﾞｨｽﾞﾆｰﾊﾟﾚｰﾄﾞ、大人の休日倶楽部発売開始 

○ ｷｬｯﾁﾌﾚｰｽﾞは「一路青森。」仙台や盛岡ではなく、一路青森へ来てね！ 

その他、新幹線が

もたらしたメリッ

ト、デメリット、

あるいは想定され

るメリット、デメ

リットなど 

・ 東京への移動時間短縮（東京⇔新青森間 3時間 20 分（1日 15往復）） 

・ 青森は三方が海。魚介をﾘｰｽﾞﾅﾌﾞﾙで味わう。JR 東日本が寿司ｸｰﾌﾟﾝ企画、首

都圏でも購入可。観光客など土地にふなれな消費者が安心して寿司を楽しめ

るﾐｰﾙｸｰﾎﾟﾝ（定額食事券）。外国語表記も整備。 

・ 市・会議所は青森駅を「総合交通ﾀｰﾐﾅﾙ」としてﾊﾞｽ・ﾀｸｼｰﾌﾟｰﾙを整備。観光

案内所も整備。 

その他 ・ 夏稼いで冬寝るｽﾀｲﾙ➔冬場に多く来てもらうｽﾀｲﾙ。JR と連携 

・ 新青森駅に県産品販売所の設置をＪＲに要望して実現。 

・ 新青森駅と青森駅は分離４㌔離れる。新幹線にあわせたﾀﾞｲﾔ改正要望。 

・ 青森市、平成 19年 2月に中心市街地活性化基本計画(平成 23 年度末で終了)1

号認定を受けた。「人の環境に優しいｺﾝﾊﾟｸﾄｼﾃｨ」がスローガン。「郊外の開発

抑制」「中心市街地の活性化」が大きな柱。しかし、中心市街地の歩行者通行

量は 5万 9 千人(H17)→4万 8 千人(H22)と減少。現在 2期計画を提出するた

め準備中。ｳｫｰﾀｰﾌﾛﾝﾄには活気あり、周辺商店街へ効果波及させたい。 

・ 函館延伸に向け、弘前(南部)や津軽、函館と広域連携。 
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新幹線プロジェクト／ヒアリングシート（八戸商工会議所） 
視察日 平成 23 年 10 月 20 日（木） 

視察先 八戸商工会議所 業務部 まちづくり推進課・業務課 

観光関連分野への

影響や効果 

・ 平成 14 年 12 月に開業し年間乗車数、入込数、宿泊者数ともに右肩

上がりを続けている。※最近 3年間はほぼ横ばい。 

・ 開業効果はまだ続いており、新青森駅の開業後も変化は無い。 

・ 3/11 震災影響あったが、青森 DC)や 9/24 の全線復旧後は順調に回復。

・ 八戸は水産産業の街。新幹線開業で観光の街に転換。 

・ 商圏は岩手の県北も視野に入れている。 

商工業機能等の集

積に関する影響や

効果 

・ 新青森駅開業の影響は無い。支店等の統廃合等も無い。影響感じず。

・ 沿岸部には水産業の加工工場あるが、影響は少ない。 

飛行機・在来線・

バス・路面電車・

自動車等への影響

や効果 

・ 車社会。 

・ 民間バス会社「南部バス」に拠出し、新幹線の発着時刻に合わせた

駅と中心街を結ぶ 200 円バスの運行。 

県民からの声、県

民意識の変化や県

民生活環境への影

響や効果 

・ 平成 14 年の開業に向けて八戸市や八戸商工会議所、観光協会、関係

団体をまとめて、対策協議会を設立。※委員長は会議所副会頭や市

の観光部長など動ける人が中心に組織 

・ 実行部隊として新幹線八戸開業実行委員会を下部組織として設立し

各種取り組みを行った。※構成メンバーは会議所青年部が中心で４

０代と若く、それが良い結果を生み出したとの事。 

・ 八戸駅舎改装・東西自由通路整備並びに新幹線八戸駅開業に対応す

る各種イベント開催費等のソフト事業実施のため八戸市が設けた八

戸駅舎整備基金の募集において会議所が率先して企業への募金活動

を行い 2 億 5 千万円程度集めた。※３年間で募集、八戸市は１億６

千万。 

開業前、開業時の

取組みや開業前に

想定していたこと

に関して 

○盛岡→八戸間開業時の取り組み 

①おもてなし対策（バスやタクシーの運転手に向けたセミナーの開

催、市民観光ボランティア育成も視野に入れたガイドブック「おん

でやぁんせ八戸」の配布） 

②新幹線開業に向けた観光施設「みろく横丁」の設置 

○八戸→新青森間開業への取り組み 

①青森 DCキャンペーン、プレキャンペーン、メインキャンペーン等、

各種イベント等への参加 

②青森県内広域連携への取り組み 

③食の開発「八戸せんべい汁」 

その他、新幹線が

もたらしたメリッ

ト、デメリット、

あるいは想定され

るメリット、デメ

リットなど 

・ 交流人口は増加している。新青森駅開業後も影響は無い 

・ 観光客や施設利用も増加している。 

・ 震災後の影響も回復してきており、今後も伸びると期待している。 

・ ご当地グルメの祭典「B-1 ｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ」第 1 回開催地（平成 18年 2月）。

八戸せんべい汁、日常食べている食材が観光素材となった。 

 

その他 ・ 青森県は八戸駅開業の時にバックアップを行ってくれなかった。 

・ 新青森駅開業についてはあれほどバックアップしているのに不公平

だと思う。 
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新幹線プロジェクト／ヒアリングシート（八戸市） 
視察日 平成 23 年 10 月 20 日（木） 

視察先 八戸市 都市政策課・観光課・商工政策課 

観光関連分野への

影響や効果 

・ 八戸開業効果継続中、新青森駅開業による変化は見られない。 

・ ストロー現象はあるが、仕方ないこと。それよりも、交流人口が増

えることによる効果のほうが大きい。 

・ 交流人口は確実に増える。これをﾁｬﾝｽと捉え観光で外貨を稼ぐ。 

・ 八戸は観光の町への転換を図っている、今後も全力で続けていく。 

商工業機能等の集

積に関する影響や

効果 

・ 北東北有数の工業都市。臨海部に生活関連・基礎素材型産業が集積。

・ 企業誘致も順調。ｿﾌﾄｳｪｱやｺｰﾙｾﾝﾀｰ、ﾈｯﾄ証券など。 

・ 青森、秋田、岩手の支社等が仙台へ集約。原因は不明。 

・ 八戸港は国際貿易港として外航路あり。 

飛行機・在来線・

バス・路面電車・

自動車等への影響

や効果 

・ 八戸線は学生人口も減少しており、利用者も減少。 

・ 自動車での移動がﾒｲﾝ。市内は「市営ﾊﾞｽ」「南部ﾊﾞｽ」の二本。 

・ 民間ﾊﾞｽ会社「南部ﾊﾞｽ」に拠出し、新幹線の発着時刻に合わせた駅

と中心街を結ぶ 200 円ﾊﾞｽや観光施設八食ｾﾝﾀｰ(水産品の市場)を結ぶ

100 円ﾊﾞｽを運行。 

・ 定額ﾀｸｼｰ「ｼﾝﾀｸﾝ」を運行。新幹線最終時刻に合わせ、民間のﾀｸｼｰ会

社が運行、市が補助。1日 5.5 人⇒最近 2人ほどの利用者。 

・ 三沢空港へは 50 分かかる。新幹線移動が中心。 

・ 種差海岸など八戸線沿線部を巡る遊覧プランを検討中。 

・ 朝市や銭湯を巡る「八戸あさぐるま」が好評。 

・ 八戸線沿線部の観光資源の発掘やｺｰｽ等を整備。 

県民からの声、県

民意識の変化や県

民生活環境への影

響や効果 

・ 新幹線開通は地元を見つめなおす良い機会だと思う。 

・ ストロー現象を強調しがちだが、それ以上のメリットあり。 

 

開業前、開業時の

取組みや開業前に

想定していたこと

に関して 

○ 新幹線八戸駅開業事業実行委員会を平成 13 年度に組織。委員長は副

会頭、副委員長は市観光部長と会議所専務理事。会議所から 2 名専

従、金融機関 3行から各 1 人出向。ﾒﾝﾊﾞｰは会議所青年部が中心。部

会などを組織して活動。ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄを入れず、手作り感だす。 

○ 主な取り組み 

・おもてなし対策（ﾊﾞｽやﾀｸｼｰの運転手向けのｾﾐﾅｰの開催） 

・市民観光ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ育成ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ「おんでやぁんせ八戸」の配布 

・新幹線開業に向けた観光施設「みろく横丁」の設置 

・食の開発「八戸せんべい汁」、「八戸前沖ｻﾊﾞ」。 

○観光ﾀｸｼｰ人気あったが、旅行ｽﾀｲﾙの変化でﾚﾝﾀｶｰ移動が中心に。 

その他、新幹線が

もたらしたメリッ

ト、デメリット、

あるいは想定され

るメリット、デメ

リットなど 

・ 交流人口が増加。新青森駅開業後も影響は無い。 

・ 観光客や施設利用も増加している。 

・ 三沢空港の減便 

・ ﾋﾞｼﾞﾈｽﾎﾃﾙの急増、地元旅館等への影響 

・ 大人の休日倶楽部発売。吉永小百合効果でみろく横丁への来場者増 

その他 ・ 終着駅から通過駅へ。ﾗｲﾊﾞﾙは青森や函館ではなく「北陸」や「九州」。

・ 「日本一」「ｵﾝﾘｰﾜﾝ」「差別・区別化」が選ばれる街の条件。 
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新幹線プロジェクト／ヒアリングシート（北上市・北上商工会議所） 

視察日 平成 23 年 10 月 21 日（金） 

視察先 
北上市 企業立地課・基盤技術センター・工業振興課・商業観光課 

北上商工会議所 総務課 

観光関連分野への

影響や効果 

・ 昭和 57 年東北新幹線が開通以来、観光面、企業誘致の面、人口増加

の面で開業効果があったと言える。※企業誘致に関しては昭和 59 年

の高速道路開通の効果も大きい。 

・ 開業後は人口の増加を続けている(リーマンショック後は横ばい)。 

・ 観光面で青森県弘前市・秋田県角館町と「桜名所」で連携。 

商工業機能等の集

積に関する影響や

効果 

・ 北上はもともと農村。出稼ぎ労働者を留めるための企業誘致。 

・ 昭和 28 年工業誘致促進協議会設立。翌年市が工業誘致条例を制定 

・ 昭和 57 年新幹線開業（ビジネスマンの利便性）、59 年の高速道路開

通（物流の促進）。新幹線と高速道路が整い企業誘致が成り立つ。 

・ 工業団地 8 箇所、流通基地 1 箇所、産業業務団地 1 箇所を抱える一

大産業集積地。 

・ 幅広い業種の企業を誘致することで、業種に左右されない都市作り。

・ ＪＲ北上操作場跡地に市直轄施設「基盤技術支援センター」オープ

ン。東北でここだけの高額装置「三次元座標測定機」。売り文句。 

・ センターと岩手大学が連携、質の高い技術者を養成。 

・ 市幹部が誘致した企業を年 1回訪問。要望を聞き、市政に反映。 

・ 地場の採用も増えた（雇用の安定）。 

・ 商店街空き店舗増加。人口の割には大型ＳＣ多い。従業員数や販売

額は横ばい。 

飛行機・在来線・

バス・路面電車・

自動車等への影響

や効果 

・ バス会社 1社が運営、競争原理なし。赤字路線は即廃止、車社会へ。

・ いわて花巻空港から札幌・大阪伊丹（JAL）、名古屋小牧（FDA）へ就

航。新幹線開通後、料金面で首都圏への移動は 100%新幹線。羽田便

廃止。但し、大震災時は羽田へ臨時便就航、首都圏と交通手段確保。

県民からの声、県

民意識の変化や県

民生活環境への影

響や効果 

・ 新幹線は既にある物であり、生活の一部になっている。 

・ ストロー現象は感じないが、中心地の商業は壊滅。 

開業前、開業時の

取組みや開業前に

想定していたこと

に関して 

・ 開業当時（昭和 57 年）は広域連携という考え方は無く、開業セレモ

ニーを各駅がバラバラに行っていた。 

・ 北上市は企業誘致という方向での発展を考えており、今でもその方

向で進めている。人口も伸びており成果はあったと感じている。 

その他、新幹線が

もたらしたメリッ

ト、デメリット、

あるいは想定され

るメリット、デメ

リットなど 

・ 交流人口も間違いなく増加。 

・ 新幹線の使われ方➔首都圏から日帰り出張スタイル。 

・ 新幹線開業でホテル併設のイトーヨーカドーが駅前にオープン。し

かし、景気低迷で撤退。その後ホテルも撤退し、市施設等が入居。

寂れている。 

その他 ・ 企業立地を旗印とする自治体。 

・ トヨタ自動車が北関東自動車拠点整備としての関係会社を集積させ

一大工業団地を形成。プリウスの分解展示、部品の貸し出しも。 

・ 危険分散で、地震後も企業進出あり（関係企業が多く立地が影響か）。

・ 地震の際は電気と物資が秋田から。縦横のつながりが強み。 
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新幹線プロジェクト／ヒアリングシート（鹿児島県） 

視察日 平成 23 年 9 月 28 日（水） 

視察先 鹿児島県 企画部 企画課 

観光関連分野への

影響や効果 

・開業後半年間の新幹線利用実績は前年の 1.6 倍（鹿児島中央～熊本間）

なかでも「九州外」からの利用が大幅に増え、山陽新幹線沿線 5 府県

が 4倍に増える。 

・関西・中国・四国・九州北部からの宿泊客が大幅に増加。 

・観光施設・ドライブインの入場・来場者数も大幅増加。 

・｢みやげ横丁(鹿児島中央駅構内)｣の売上前年比 150％、＠100 円ＵＰ 

商工業機能等の集

積に関する影響や

効果 

・全線開業後の企業動向 

 ■県内企業の福岡への進出 

  ・フェスティバロ（菓子販売）・フェニックス（飲食） 

 ■県外企業の鹿児島への進出 

  ・セブンイレブン（コンビニエンスストア） 

  ・谷川建設（住宅メーカー/長崎） 

  ・丸善（書籍・文具/東京） 

飛行機・在来線・

バス・路面電車・

自動車等への影響

や効果 

・まちめぐりバス、周遊バス等、交通アクセスの改善を各地で図る。 

・大隅地域レンタカー無料プラン事業 

 全線開業効果を大隅半島まで広げるため、「大隅地域内での宿泊」｢大

隅地域内２か所以上の拠点施設周遊｣を要件にレンタカー24 時間分の

料金を無料化。 

・肥薩おれんじ鉄道のアテンダントサービス、ラッピング列車の運行 

・大阪、兵庫へはビジネス客を中心に依然飛行機の利用が多い。 

県民からの声、県

民意識の変化や県

民生活環境への影

響や効果 

・通勤、通学定期(エクセルパス)の利用者が増加。 

 鹿児島中央～熊本間[51人/通勤 43人、通学 8人]（前年 19人） 

 鹿児島中央～博多間[10人/通勤 8人、通学 2人]（前年 0人） 

 鹿児島中央～川内・出水は一部開業時(Ｈ16 年)の 343％ 975人 

                   前年比 102％ 

 通学パスは女子大生の利用者が多い。 

開業前、開業時の

取組みや開業前に

想定していたこと

に関して 

・デスティネーションキャンペーンを実施し、誘客を促進。 

 鹿児島県、熊本県、宮崎県の３県と全国ＪＲグループ６社が連携。 

・全線開通によるストロー現象はみられない。 

その他、新幹線が

もたらしたメリッ

ト、デメリット、

あるいは想定され

るメリット、デメ

リットなど 

・鹿児島市のホテル数は増加している。Ｈ16 年の部分開業時比 137％ 

・鹿児島県下の地価は下落傾向だが、鹿児島中央駅周辺の 3地点は地価

が上昇。 

・大隅地区との格差が広がる。今後は鹿児島中央駅で降りた観光客をど

う各地域へ送るかが課題。２次・３次アクセスの充実。 
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新幹線プロジェクト／ヒアリングシート（鹿児島市） 

視察日 平成 23 年 9 月 28 日（水） 

視察先 鹿児島市 経済局観光交流部 観光企画課 

観光関連分野への

影響や効果 

・平成 16 年の一部開業をうけて平成 17 年に策定された鹿児島市観光未

来戦略に基づいて施策を実施。 

①鹿児島中央駅の周辺整備―歴史ロード“維新ふるさとの道” 

 ②観光施設・動物園のリニューアル整備 

 ③鹿児島市ふるさと大使（23 年度新規事業）に京セラ㈱名誉会長・日

本航空㈱代表取締役会長 稲森和夫氏を任命（鹿児島市出身） 

リニューアルした観光施設の入館者数は半年で前年から 1.9％～ 

34.2％アップしている。 

商工業機能等の集

積に関する影響や

効果 

営業所の集約は若干ある。 

飛行機・在来線・

バス・路面電車・

自動車等への影響

や効果 

・市電に関して 

 ①市電軌道敷緑化事業 ②バリアフリーの推進 ③観光電車の導入 

 ④レトロ電車の導入が行われた。 

結果、市電の乗車数は増加している。 

観光客の利用も多いが、主に市民の足として使われている。 

県民からの声、県

民意識の変化や県

民生活環境への影

響や効果 

・鹿児島ボランティアガイドの育成 

 かごしまボランティアガイド（かごしまご当地検定上級者が中心）19

年度 95 名が 23 年度は 256 名に増加 

開業前、開業時の

取組みや開業前に

想定していたこと

に関して 

・鹿児島中央駅から各地へのアクセスが課題 

・標記や案内掲示板は 22 年度に改善されたが、バスに関してはわかり

づらいかもしれない。 

その他、新幹線が

もたらしたメリッ

ト、デメリット、

あるいは想定され

るメリット、デメ

リットなど 

・本年度は東日本大震災があり、東北地方への旅行者、修学旅行生が鹿

児島に流れてきている。また、開業効果もあって観光は好調だが、来年

以降は東北へのシフトが予想される。来年度からが本当の勝負であり、

来年度からは持続への対策を策定中である。 
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新幹線プロジェクト／ヒアリングシート（鹿児島商工会議所） 

視察日 平成 23 年 9 月 28 日（水） 

視察先 鹿児島商工会議所 企画産業部 

観光関連分野への

影響や効果 

・鹿児島地域経済研究所のまとめによると、全線開業後半年で県外から

の延べ宿泊客数は前年同期より 18.2％、56 万 7000 人増、188 億円の経

済効果をもたらした。 

・指宿温泉までの観光特急「指宿のたまて箱」は乗車率 90％以上で予約

が取れない状況。 

・ホテル東横インが４件新規に開業。新規ホテルの建設が増える。 

商工業機能等の集

積に関する影響や

効果 

特に無し 

飛行機・在来線・

バス・路面電車・

自動車等への影響

や効果 

・飛行機＝東京便は増えた。大阪便は小型化したが便数は変わらず。 

 鹿児島－博多便が大幅減 

 上海―鹿児島便が２便から４便に増発 

・博多行き、大阪行きの高速バスが増加 

・観光地へのレンタカーが好調 

ただし効果が現れているのは、観光特急「指宿のたまて箱」が走る鹿児

島―指宿間で、対岸の大隈半島へは効果が表れていない。 

開業前、開業時の

取組みや開業前に

想定していたこと

に関して 

・「九州新幹線全線開業経済効果最大化プロジェクト」実行委員会を設

置。鹿児島商工会議所が主導し経済団体と行政が一体で、県外へのＰＲ

や地域資源活用事業を展開。 

〈主な事業〉 

 ①県民総ぐるみによる宣伝事業（エコー年賀ハガキ） 

  お年玉付き年賀ハガキ 110 万枚に新幹線の広告を掲載。商工会議所

が 1枚 10 円の手数料を日本郵政に支払い、県民に 45 円で販売。協

賛企業や県民が県外の顧客や友人知人に送ってＰＲする。 

 ②カウントダウン看板による全線開業ＰＲ 

  カウントダウンボードを市内２ヵ所に設置。電光掲示板の周りに協

賛企業・団体名を記入。1枠 10 万～300 万円の協賛金を集める。 

 ③夜の天文館の魅力づくり事業 

  観光都市に相応しい夜の繁華街づくり 

④関西・中国地区の経済団体との交流事業 

  近畿・九州・沖縄 12 商工会議所による「九州新幹線を活用した西

日本活性化研究会」を発足。近畿と九州の経済交流を促進する。 

その他、新幹線が

もたらしたメリッ

ト、デメリット、

あるいは想定され

るメリット、デメ

リットなど 

・これまであまりなじみのなかった大阪や中国地方（広島・岡山）との

結びつきが強くなった。大阪出張はこれまで年 0回が 6回に増えた。
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新幹線プロジェクト／ヒアリングシート（熊本県） 

視察日 平成 23 年 9 月 29 日（木） 

視察先 熊本県 企画振興部 地域・文化振興局 

観光関連分野への

影響や効果 

・「ＫＡＮＳＡＩ戦略」「新幹線元年戦略」の結果、県外観光客が増えた。

しかし、熊本城→阿蘇山に集中し、市内でお金が落ちない。 

 また、他の地域では開業効果が薄い。 

商工業機能等の集

積に関する影響や

効果 

・大学間の連携を図る「高等教育コンソーシアム熊本」 

 医療機器を中心とした産学連携のビジネスマッチング 

・企業誘致に関しては、研究開発を関西にて行い、生産を熊本で行う。

 新幹線の全線開業は企業誘致の売りのひとつではある。 

 いずれは研究開発部門も熊本へ誘致したい。 

飛行機・在来線・

バス・路面電車・

自動車等への影響

や効果 

・市電は観光客にわかりやすいように系統名称や電停にナンバリングを

施した。また、路面電車優先システムの導入で定時性や速達性の向上

を図った。 

・駅前バス乗り場の案内はわかりにくい印象。 

・駅から各地域へのアクセス強化、乗り換え時間の調整を図るも効果は

表れていない。 

県民からの声、県

民意識の変化や県

民生活環境への影

響や効果 

・「くまもとサプライズ」地域住民が喜ばないと観光客も喜ばない。 

 九州新幹線全線開業をきっかけに熊本県民が地域の価値を再発見し、

より多くの人に広めていく運動を推進。アドバイザー委嘱 

・おもてなし運動の展開 おもてなし活動 1 事業あたり 30 万円を上限

に助成。 

開業前、開業時の

取組みや開業前に

想定していたこと

に関して 

・「ＫＡＮＳＡＩ戦略」 

「くまもとプロモーション」の展開 

 くまもん話題化計画の推進 県民に愛されるキャラクターづくり 

 関西では 8000 万円かけてプロモーション活動。 

東京山手線・東京メトロ等での車内広告 2週間×3～4回 

・熊本、鹿児島、宮崎デスティネーションキャンペーン（H23.10～） 

その他、新幹線が

もたらしたメリッ

ト、デメリット。 

・現段階ではなんともいえないが、生活、社会の構造が新幹線開業によ

って変わったことが見えてくると効果や対策が打てる。 

・通勤、通学は間違いなく増えてくるだろう。 

その他 ・大学が多く、学生が多いが定着にはいたっていない。 

 受け皿が少ない。地元で就職したいができない。 

・駅周辺は後世に残る建築物というコンセプトのためデザイン重視 

 結果、観光客には案内がわかりづらくなった。 

・熊本以外の新駅はアクセスが悪く、苦戦している。 

・熊本支店の博多合併等は今のところ聞いていない。 

・熊本は九州の真ん中なので、熊本を基点として九州各地に観光客やビ

ジネス客を送り込むセッター役を担えればと考えている。 

・レンタカーは好調で 10 月の連休向けに余分に駐車場を借りて溜め置

きして備えているほど。 

 

69



新幹線プロジェクト／ヒアリングシート（熊本商工会議所） 

視察日 平成 23 年 9 月 29 日（木） 

視察先 熊本商工会議所 総務部 

観光関連分野への

影響や効果 

・利用客の増。開業半年で博多～熊本間 138％、熊本～鹿児島間 164％ 

・震災の影響が落ち着き始めた 6月－8月期の宿泊客は 9.1％増 

 （内、関西以西からの宿泊客は 51.5％増） 

・関西、中国地方を見据えた「ＫＡＮＳＡＩ戦略会議」のＰＲの成果 

・観光客は熊本城のみを観光、その後、阿蘇から別府で宿泊が多い。 

・全線開業に併せて熊本城の横、桜の馬場に城彩苑（飲食、物販施設）、湧々座（歴

史体験施設）を開業。開業半年で年間目標 100 万人の 80％を達成するも、知名

度が低く、ＧＷ中、熊本城入園者の 75％が立ち寄らなかった。 

商工業機能等の集

積に関する影響や

効果 

・サントリー、フジフィルム、ホンダ、ソニーの工場誘致に成功。 

（良質な地下水資源があることが強み） 

・出張に関しては新幹線効果が若干あり。 

・工業団地や郊外の商業施設周辺にビジネスホテルが増加。 

飛行機・在来線・

バス・路面電車・

自動車等への影響

や効果 

・博多は完全に通勤、通学圏内になった。 

 （博多～熊本間の定期利用者は 465 人、前年 46 人の 10 倍） 

・航空機は関西線の大阪便が機材小型化により総座席数は減少したものの、関西線

全線で 1 往復の増便となった（ＪＡＬは 1 便減、ＡＮＡは 2 便増）。結果、利用

者が 3～4 割は減少すると試算されていた大阪便は前年同期比▲23.9％、神戸線

は前年同期比 786.5％（機材大型化による）、全体で▲9.3％にとどまった。 

・高速バス 熊本～福岡間が 8往復増便（100→108 往復/日） 

 ビジネスユースが多い。従来の特急に比べて新幹線は割高感がある。 

・長崎方面のフェリー利用者増（高速道路「休日上限千円」割引の終了が一番の要

因） 

・駅レンタカーは軒並み好調。特に大阪周辺の客が多いようである。 

県民からの声、県

民意識の変化や県

民生活環境への影

響や効果 

・熊本の歴史、文化を学び、観光客へのおもてなしに役立てようと熊本・観光文化

検定を実施。受験者は増加。 

・おもてなし事業として「おもてなし事業特別セミナー」「おもてなしマスター育

成講座」を実施。33 名をおもてなしマスターに認定。 

・「熊本よかＢｕｙ」運動で地産地消を推進 

・熊本は山陽新幹線が博多までの開通時と九州新幹線一部開業時の 2度歯がゆい思

いをした。新幹線開通は悲願であった。 

開業前、開業時の

取組みや開業前に

想定していたこと

に関して 

・心配していたストロー現象は感じられない。むしろ郊外に大型商業施設ができた

H15 年に中心市街地から郊外へのストロー減少があった。 

・新幹線の通過駅の危機感はある。大阪直通運転に関する要望活動や 2次、3次ア

クセスの整備等継続して提言していく予定。 

その他、新幹線が

もたらしたメリッ

ト、デメリット等 

・商工会議所としてはビジネスにつなげたいという思いはあるが、観光重視となっ

た。 

・九州新幹線を活用した西日本活性化研究会の設置が関西とのビジネスマッチング

のきっかけになればと思っているが、正直期待できない感がある。 

熊本駅周辺につい

て 

・新幹線駅はメイン通りの反対側（西口）に建設。バス乗り場、市電乗り場へは地

下道を通っていく。在来線の高架化はＨ28 年完成予定。高架に伴い市電の軌道

を駅の側まで引き込む。 

・駅周辺のまちづくりのため、合同庁舎を駅南に移転。（現在進行中） 

 合同庁舎跡地は中心市街地の活性化へ利用予定（半分移転した後に城彩苑を建設

した）。 

・駅東側再開発地区へは熊本市情報交流施設、商業・業務施設、超高層タワーマン

ションの建設で「くまもと森都心（しんとしん）」を計画。Ｈ24 完成予定 

・駅ビルはＪＲ主導で県、市は口出しできない。アミュプラザを作る計画あり。 
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新幹線プロジェクト／ヒアリングシート（久留米市） 

視察日 平成 23 年 9 月 30 日（金） 

視察先 久留米市 企画財政部・商工観光労働部 

観光関連分野への

影響や効果 

・久留米は観光地ではない。産業のバランスの取れた良い土地。 

・観光案内所の問い合せは 2～3倍になっている。 

・体験交流型観光（まち旅博覧会）の受入がまとまった人数になり、

通年でできるとツアーが組めるようになる。 

・水天宮の参拝者は増えている。 

商工業機能等の集

積に関する影響や

効果 

・医療機関や学術研究期間の集積 

・新幹線は企業誘致の武器にはなるが、中核都市になったので税制等

で企業にとってはマイナス 

・高速道路の整備も必要。そういった意味でも企業誘致は鳥栖に持っ

ていかれることが多い 

飛行機・在来線・

バス・路面電車・

自動車等への影響

や効果 

・久大本線とのアクセス  

2 次交通として大分方面、特急「ゆふいんの森」への乗り換え 

・在来線の本数は減ってないので、便利にはなっている。 

・西鉄久留米駅までの路線バス 1200 便/日に運行強化。 

県民からの声、県

民意識の変化や県

民生活環境への影

響や効果 

・熊本～久留米の定期券が増えている。通勤圏の幅が広がった。 

100 人くらいだが、8月に減っているので学生が多いと推察される。

・博多は元々通勤通学圏内だったが定期券の売上は 2倍になった。 

・今後、移住への助成や通勤通学定期への補助に力を入れるようにな

るだろう。 

開業前、開業時の

取組みや開業前に

想定していたこと

に関して 

・10 年前から新幹線駅の整備計画→東西事由通路整備事業等 80 億 

・活用推進室は 1年前からソフト面に特化して活動 

・久留米都市ブランド戦略 

「自然」「食」「歴史」「ものづくり」「医療」をブランド化 

特に医療はドクターヘリの導入など最新医療環境の充実を図る。 

田中麗奈を「久留米ふるさと特別大使」としてプロモーション。 

・観光案内の充実 

 新しい観光案内所の整備 

 中心市街地における歩行者用観光案内サインの整備 

 観光ボランティアガイドの育成→ナビゲーター100名 

・福岡在住者、福岡への観光客、ビジネス客をターゲットに久留米ま

で一足伸ばしてもらうプロモーション活動。 

その他、新幹線が

もたらしたメリッ

ト、デメリット、

あるいは想定され

るメリット、デメ

リットなど 

・東西連絡通路（ほとめき広場）ができたことで、ＪＲ駅でのイベン

トがしやすくなった。 

・新幹線が来てマイナスにはなっていない。 

・何とか久留米の認知度をあげていきたい。 

・「ゆふいんの森」客室乗務員の制服に「久留米絣」を採用。 
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新幹線プロジェクト／ヒアリングシート（久留米商工会議所） 

視察日 平成 23 年 9 月 30 日（金） 

視察先 久留米商工会議所 商工振興課・地域振興課 

観光関連分野への

影響や効果 

・1日の乗降客数はＪＲ九州想定の 90％だが、地場産売店売上 2倍増、

 観光案内所来所者増、団体旅行問い合せ増、文化センター、美術館

の入館者数増など一定の効果が出ている。 

商工業機能等の集

積に関する影響や

効果 

・支店等の合併はない。筑後地区の中心が久留米。 

・商業者は歓迎ムード、新幹線開業は決してマイナスにはならない。

・アサヒコーポレーションが経営破たん、企業誘致は遅れている。 

飛行機・在来線・

バス・路面電車・

自動車等への影響

や効果 

・8/25 開業半年で割引切符をＪＲ九州へ要望。10/1 より割引 

 （片道 1550 円～1200 円） 

県民からの声、県

民意識の変化や県

民生活環境への影

響や効果 

・Ｂ級ご当地グルメでまちおこし 

 1998 年基幹産業が経営破綻したことをきっかけに、市民が立ち上が

り、商工会議所がプロデュースして久留米ラーメン（元祖豚骨ラー

メン）をうちだす。2003 年九州最大級のＳＣが博多に開店したこと

を機に商店街、地元ミニコミ、焼き鳥業界で焼き鳥日本一をうたう。

2004 年筑後うどんを地域ブランドとして日本３大うどんの一角と

なることを目指す。 

 商工会議所が総括をし、今までバラバラだった 3 つの事業を合体さ

せＢ級グルメの聖地事業とした。 

・久留米まち旅博覧会 

 本当に久留米を知っている人が参加し、ナビゲートする。 

 参加者 20 名から 100 名に増える。現在 81 プログラムあり、今後増

えていく。 

開業前、開業時の

取組みや開業前に

想定していたこと

に関して 

・観光地としての魅力づくりの取り組み 

 ①まち旅博覧会 （多彩な地域資源の活用） 

 ②筑後川の活用（遊覧船水上観光） 

 ③新しい観光土産品の開発（菓子店舗７店を含む実行委員会が 2 年

がかりで和菓子を開発。 

 ④Ｂ級グルメの聖地事業 

その他、新幹線が

もたらしたメリッ

ト、デメリット、

あるいは想定され

るメリット、デメ

リットなど 

・Ｊターン戦略 

 博多に行く人を久留米で止めることは不可能。ならば、博多まで行

った人、博多に来た人を 30 分かけて（新幹線では 15 分）久留米に

呼ぶ戦略 

・メディカルツーリズム 

 病院数が中核以上の都市では第 2位。これからは癌も通院して治す

時代となる。 

・久留米の居住は少しずつ上がってきている。ベッドタウン化 

・駅前のライオンズマンションは即完売。主に外国人や企業 

・新幹線で人は降りているが、久留米でお金を落としていないのが現

状。久留米乗換え大分湯布院へ。 

その他 ・平成 20 年に地元商店街の百貨店が閉店。商店街の空店舗率 27％ 

 その後、Ｂ級グルメ店舗が増え、空き店舗率が改善された。 
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新幹線プロジェクト／ヒアリングシート（長野県） 

視察日 平成 23 年 10 月 12 日（水） 

視察先 長野県企画部 交通政策課・企画課 

観光関連分野への

影響や効果 

・ H9年10月の開業以降、旅客数量は微増ながら増加傾向が続いており、

定期客の比率が増加し続けている（停車本数の増加あり）。 

・ 善光寺、軽井沢は開業以後、ほぼ横ばいであるが、新幹線駅の無い

小諸の懐古園は大幅に減少。小布施も 04 年以降減少。 

・ 主要温泉地は、別所温泉以外は効果が見られず減少。別所温泉は金

曜夜に宿泊する「お勤め帰りの温泉プラン」が人気だった。 

・ コンベンションは規模の増加と件数、参加人数が増加 

・ 主に金沢との連携に重点を置いている。しかし、おもてなしや歴史

といった要素では金沢にブランド力がある。また、山あいの温泉地

は北陸には無く差別化ができる（相乗効果＋差別化）。 

・ 延伸後は「一旦、富山へ行ってアルペンルートで長野へ戻る」とい

ったコースでの連携ができる（周遊型）。 

商工業機能等の集

積に関する影響や

効果 

・ 小売店売り場面積はいずれの地域においても郊外の大型店出店の影

響で開業以後、増加しているが、売上高は軽井沢町を除いて減少。

佐久市は全体として微減。既存店は減少を思われる。 

・ 地価に関しては、影響は見られず、全国同様、急速に下落。軽井沢

のみ 06 年以降に上昇。 

飛行機・在来線・

バス・路面電車・

自動車等への影響

や効果 

・ しなの鉄道は輸送人員が減少傾向（年間 1,100 万人台）。運賃改定（値

上げ）で収入を確保している。 

・ オリンピックに合わせて、道路整備が進んだ。 

・ 観光地へのバス路線が新設（長野－大町、白馬、上高地、志賀高原

等）。レンタカーは開業後、前年比 46％増。 

・ 観光客の 70％は自家用車。 

県民からの声、県

民意識の変化や県

民生活環境への影

響や効果 

・ 沿線人口は軽井沢町が開業前の 96 年比較で 115％となっている（07

年）。 

・ 延伸に関しての県民意識は依然、低いままである。 

・ 土産物や名物といった点で長野は弱いため、取組みを強化（ジビエ、

サーモン、おやきなど）。 

開業前、開業時の

取組みや開業前に

想定していたこと

に関して 

・ 金沢延伸によるマイナスの影響を想定し、県では影響調査を実施し、

対応を検討している（H21.3報告書作成）。 

・ 延伸を活用した経済活性化協議会（仮称）を設置し、各県の経済団

体・観光団体・行政が構成員となって連携、活動を計画。 

・ 長野市と金沢市では 08年に「共同誘客ポスター」を首都圏に設置 

・ 長野市では高崎市や富山市との「パートナー協定」締結を計画中 

その他、新幹線がも

たらしたメリット、

デメリット、あるい

は想定されるメリッ

ト、デメリットなど 

・ ＪＲ東日本でＤＣを過去 3回行っている。 

・ オリンピックでホテルがたくさんできたが、多くが無くなった。 

・ 長野県民が東京、首都圏のレベルの高い各種サービスを受けられる

ようになった。 
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新幹線プロジェクト／ヒアリングシート（長野商工会議所） 

視察日 平成 23 年 10 月 12 日（水） 

視察先 長野商工会議所 商工振興部・総務部 

観光関連分野への

影響や効果 

平成 9年 10 月開業（平成 10 年 2 月五輪） 

・ 開業半年間はオリンピック効果もあり、特急「あさま」と比較すると

50％増の約 480 万人。その後の GW、夏休みも約 30％増となり、1年間

で約 920 万人（前年比 40％増）となった。 

・ 長野駅、善光寺周辺の土産物販売は好調となった。また、別所温泉は

前年比 1.5 倍となったが、上山田温泉などは落込みが激しく二極化が

鮮明となった。 

・ 白馬、大町方面へのバスの基点が松本から長野に移ってきている。 

商工業機能等の集

積に関する影響や

効果 

・ 若者を中心とした東京への買物増加により、地元百貨店の売上低迷。

・ 五輪関連道路沿いにスーパー、家電量販店等がオープン。 

・ 県外資本の結婚式場や居酒屋等の進出が目立った。 

・ 長野駅周辺整備について、JR・市へ要望している。 

飛行機・在来線・

バス・路面電車・

自動車等への影響

や効果 

・ 並行在来線（軽井沢－篠ノ井）は、第三セクターの「しなの鉄道」に

引き継がれ、金沢延伸後の路線に関しては協議中となっている。おそ

らく妙高高原（新潟）まで「しなの鉄道」が運営するだろう。 

・ 高速バスの収益悪化もあり、県内全体でバス会社の経営が非常に悪化

している。低価格のツアーバスの影響もある。 

・ 「長野から新幹線で富山に来て、富山空港から海外へ」が早くなる 

県民からの声、県

民意識の変化や県

民生活環境への影

響や効果 

・ 新幹線の影響だけでなく景気の影響が大きいと思われるが、中心市

街地の衰退（空き店舗の増加）が進んだ。 

・ 一段と東京圏に組み込まれた印象 

・ 長野市では経済への影響について新幹線をネガティブに捉える傾向

が強い。 

開業前、開業時の

取組みや開業前に

想定していたこと

に関して（金沢延

伸含む） 

・ 長野オリンピックの開催を目前としていたため、オリンピック優先と

なり新幹線開業としての振興策は特段なし。 

・ 金沢延伸に向けて、新幹線の名称に「長野」を残すことを要望すると

同時に、商工会議所として対策委員会を設置（H20.4）。対策委員会で

「延伸に伴う影響調査」を実施。常設委員会それぞれが各種取組みに

取り組んでいる。長野新幹線沿線会議所での懇談会を計画。 

・ 長野市は金沢市と観光パートナーシップ協定を結んで連携を強化。 

・ 「おやき」を中心に食の開発 

・ 延伸直後の H27年春の善光寺御開帳の PR（全国キャラバン） 

その他、新幹線が

もたらしたメリッ

ト、デメリット、

あるいは想定され

るメリット、デメ

リットなど 

・ 長野オリンピック終了後にバブル崩壊が顕著となり、長野そごう倒

産、ダイエー長野店撤退等が相次ぐ。 

・ 東京日帰り圏となり、ビジネスホテルと中心としたホテル産業低迷。

・ 大手企業の支店・出張所の閉店、縮小（会議所会員の減少へ） 

・ 金沢延伸に向けて、北陸地区と連携して観光振興に力を入れている。

非公式であるが延伸で新幹線の乗客は 70％増えるといわれている。長

野で降りてもらえるまちづくりを強化したい。 
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新幹線プロジェクト／ヒアリングシート（佐久市） 

視察日 平成 23 年 10 月 13 日（木） 

視察先 佐久市 建設部 都市計画課 

観光関連分野への

影響や効果 

・ 駅周辺の公園や文化施設は、イベント等で通年利用されている。 

・ ホテル３棟（381 室）の建設 

・ 駅舎にレストランや市内特産品の販売所を併設した。しかし、近隣

市･町の特産品は置かれていない。 

・ 新幹線開業に合わせて観光地へのバス路線が新設された。 

商工業機能等の集

積に関する影響や

効果 

・ 田園地帯であった地域に佐久平駅が建設されることとなり、区画整

理事業後、周辺の 60 ヘクタールが商業・住居施設が立ち並ぶ街へと

変貌（総事業費約 125 億円、市負担金 41 億円/市一般会計 210 億円）。

・ ジャスコ（現イオン）、ベイシア等の集積が進み、区画整理した区域

の固定資産税額が約 130 倍の約 5億 6千万円となった。 

・ 出店の主な理由は国道 141 号線の整備により広範囲からの集客が可

能になったことで、新幹線駅が直接的な影響ではない。 

・ 駅周辺の事業所のうち、地元企業が半数を超えている。 

・ 既存の岩村田地域の商店街の活性化を意図した道路整備を行った。

近隣には高校が３校集まっている。 

飛行機・在来線・

バス・路面電車・

自動車等への影響

や効果 

・ 地域分断を避けるため、駅舎の橋上化･自由通路等の整備を行った。

・ 上信越自動車道（H5 開通）や国道 141 号線、ＪＲ小海線の新駅（新

幹線駅連結）等の整備も急激に進み、交通の結節点として整備。 

・ JR 小海線には世界初のハイブリッド車輌が走っている（H17）。 

・ 駅周辺の大規模駐車場の整備（約 1,300台）により、商圏人口が広

がり、また佐久市周辺からの吸引力が高まった（吸引力係数 236.0％

は県下１９市中最高）。 

・ 新幹線開業後、道路整備や駅周辺の駐車場の整備が進んだ。 

県民からの声、県

民意識の変化や県

民生活環境への影

響や効果 

・ 東京へ非常に近くなり、通勤・通学も約 200名となっている。また、

新幹線定期券購入者が 963人と多い。学校と病院も近い。 

・ 佐久平駅周辺にはマンション建設（30 棟 645戸）が相次ぎ、県では

21 年ぶりの新設の小学校が建設予定。市全体として人口増加

（65,350人⇒69,770人）。 

開業前、開業時の

取組みや開業前に

想定していたこと

に関して 

・ 1 日の停車本数が 15本増の 48本となり、通過本数が減少した。 

・ 新幹線開業後に開発が進んだこともあり、駅利用客が開業時の

1,586 人から 1.7 倍の 2,664 人となっている（H22）。定期券売上額

も松本を抜いて、県下第 2位となっている（単価が高い新幹線利用）。

・ 個別の商業者誘致に関しては、農協関係者の誘致活動があった（農

地活用推進委員会の事務局が農協だった）。 

・ 東京だけでなく長野が近くなった（1時間 30 分⇒20 分） 

その他、新幹線がも

たらしたメリット、

デメリット、あるい

は想定されるメリッ

ト、デメリットなど 

・ 新幹線駅周辺の商業施設の影響もあり、新幹線駅から離れた旧市街

（中込、野沢）の商店街は厳しい。 

・ 周辺の街並みと調和した良好な街並み景観（高原都市イメージ）を

大切に用途制限、高さ制限等を行った。 
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新幹線プロジェクト／ヒアリングシート（岩村田本町商店街） 

視察日 平成 23 年 10 月 13 日（木） 

視察先 岩村田本町商店街振興組合 

商工業機能等の集

積に関する影響や

効果 

・ 大型店の誘致によって、旧商店街から佐久平駅周辺に商業の中心が

移動。旧商店街（小諸を含む）は大打撃。 

・ お客様にとって、ジャスコが来ることで買物が便利になった。ジャ

スコは月 65 万人の集客がある。 

・ 高崎、大宮もＪＲ駅の中の商業施設に対して、 

・ イオンはおそらく「七戸十和田」が最終。大型店は凍結し、地域と

の結び付きに力を入れてはじめている。 

県民からの声、県

民意識の変化や県

民生活環境への影

響や効果 

・ 東京から近いことが最大のメリット。観光地ではなく、通勤圏とな

った。軽井沢にも近いため、相乗効果で移り住む人が増えた。この

ことが、東京から遠い駅だけで開発が進まなかった地域との違いと

思われる。 

開業前、開業時の

取組みや開業前に

想定していたこと

に関して 

・ 佐久平駅開業を間近にした H8 年に組織変更。若い青年会のメンバー

で下克上。振興組合を作り直して、イベントを行い、元気な商店街

としてメディアを使ってＰＲ。若手の団結力醸成。 

・ しかし、イベントに来たお客様はお店には来なかった、空き店舗が

増加したため、方向性を転換。 

・ 「商店街は個店ごとの魅力の集合体」という考えを基本に、商いの

勉強を改めて行った。商店街も見つめなおし、商店街として地域の

お客様のお役立ちを目指した。地域密着型顧客創造型商店街を目指

し、「おいでなん処」を作ってコミュニティの中心とした。 

・ 「本町おかず市場」「本町手仕事村」を開始。「本町手仕事村」の卒

業者は空き店舗に紹介。その後、「子育て村」を始めて、商店街に来

られる方からアンケートでニーズを探った。 

・ お客様のニーズから「寺子屋塾」「子育てお助け村」「青春食堂」「高

校生チャレンジショップ」「起業家育成塾」「WAON カード」などを１

理事、１事業を担当して事業に責任を持って取り組んでいる。事務

局員がいないため、みんなで取り組んでいる。 

・ 結局最後は、個店の磨きこみが重要。 

・ 大型店にはできない魅力「おもてなし」「やすらぎ」「空間」を提供

している。そのようなものを売っている。昔は売上にこだわってい

ればよかったが、今は「価格」「品揃え」で勝負すると、大手やネッ

トに勝てない。ちょっとした「歪み」も魅力の１つ。 

・ 「生きよう」という商店街自身の思いがなければ「死ぬ」のが自然

の摂理。事業計画も書けないところには、国もお金は出さない。 

その他、新幹線が

もたらしたメリッ

ト、デメリット、

あるいは想定され

るメリット、デメ

リットなど 

・ 商店主自身、地元、若者が取り組んでいかなければいけない。行政

がやってくれるという考え方は根本的に間違い。 

・ 近隣以外から来ていただけるお客様は、こちらとしてはラッキー。

基本は「歩いて」「自転車で」来ていただけるお客様にターゲットを

絞り込んでいる。 
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新幹線プロジェクト／ヒアリングシート（軽井沢町） 

視察日 平成 23 年 10 月 13 日（木） 

視察先 軽井沢町 観光経済課 

観光関連分野への

影響や効果 

・ 豊かな自然・景観を求めに、首都圏を中心に観光客が訪れ、近年は

通年化が進んでいる。なお、夏季には人口 1万 9千人の町が 10 倍近

くに増加する。 

・ 女性を中心に首都圏から新幹線を利用したショッピングに気軽に訪

れることができる町へと変貌した。 

・ 避暑地として夏場は富裕層のリゾートであった街が短期的な観光客

が気軽に訪れる街にもなったことでイメージの低下が課題。 

商工業機能等の集

積に関する影響や

効果 

・ アウトレット（プリンスショッピングプラザ）の増床により、売り

場面積、売上高ともに大幅な増加が見られ、超広域圏からの集客に

成功している。 

・ 上信越自動車道の整備と合わせて、大規模な駐車場を整備したこと

が集客に大きな影響を与えている。 

・ 旧軽井沢地域に居住されている方が減少している。旧軽井沢の飲食

店も以前より早い時間帯で閉店するようになった。 

飛行機・在来線・

バス・路面電車・

自動車等への影響

や効果 

・ 羽田国際化以降、羽田直通バスが出来て、空港から直接来られる観光

客も増えた。 

・ 大型アウトレットモールへ向かう車によって夏季期間や休日の幹線

道路の渋滞が常態化している。 

・ 群馬県への在来線（信越本線・横川－軽井沢間）が廃線となったため

通学等（新島学園へ）で不便を感じている町民が多い。 

・ 現在は JR バスのみで碓井峠越え 

・ 新幹線の最終列車は小諸へ連結（しなの鉄道） 

県民からの声、県

民意識の変化や県

民生活環境への影

響や効果 

・ 別荘の年間居住用住居へリフォームやリゾートマンション等への移

住、週末居住が増えていることもあり、全体として人口は継続的に

増加中（2万人が間近）。 

・ 都内への出勤者（400 人/日）も増加している。 

開業前、開業時の

取組みや開業前に

想定していたこと

に関して 

・ 「まち歩き」に力を入れた観光 PR や全国各地でのパネル展を開催し、

軽井沢ブランドを紹介している。 

・ 近年は大都市圏以外（金沢・高岡・富山）においても、パネル展等を

開催し、誘客キャンペーンを行っている。 

・ 新幹線延伸時は北陸地方のメディアと共同した取組みを企画し、影響

力の大きい映像での PR も検討している（番組、CM等）。 

その他、新幹線が

もたらしたメリッ

ト、デメリット、

あるいは想定され

るメリット、デメ

リットなど 

・ 軽井沢駅周辺のみの賑わいが中心となり、しなの鉄道の駅となった中

軽井沢駅（町役場近く）の店舗には廃業・移転が増えた（中軽井沢は

かつて特急発着駅であった）。 

・ 大型マンション建設計画等に対して「軽井沢らしさ」を守る規制を掛

け、ブランドを守り、人気を維持している。 

・ 長中期の滞在ではなく日帰り観光客が増加。 

 

77



新幹線プロジェクト／ヒアリングシート（高崎市） 

視察日 平成 23 年 10 月 14 日（金） 

視察先 高崎市 商業課・市街地整備課 

観光関連分野への

影響や効果 

・ 新幹線開業は昭和 57 年。在来線に新幹線駅ができた県内唯一の駅。 

・ コンベンション等においては、交通の拠点という意味で強みもある

が、行政では、政令指令都市のさいたま市に後塵を拝していると感じ

ている。 

・ コンベンション施設、音楽ホールの整備により、現在のビジネスの拠

点に加えて、観光・文化の拠点を目指し駅周辺の活性化に取り組んで

いる（文化施設の利用者数も数値目標に入れている）。 

・ 音楽に加えて、「食」というテーマで魅力を発信できるよう行政、経

済団体として取り組んでいる。 

商工業機能等の集

積に関する影響や

効果 

・ 西口がメインだったが、東口の開発も進んだ（ヤマダ電機本社）。ま

た、東西の自由通路が 2箇所できた。 

・ 中心市街地の小売業の販売額は減少し続けている。郊外の大型小売店

の立地が活発化していることも理由と考えられる。 

・ 駅周辺の市街地再開発事業等は 25 地区と非常に多く、以前の街並み

が思い出せないほど一新された。結果、現在も駅周辺の中心市街地の

人口は増えている。 

飛行機・在来線・

バス・路面電車・

自動車等への影響

や効果 

・北関東自動車道の全線開通（H23.3）によって、茨城・栃木・群馬や

東北が近くなった。現在建設中の関越道のスマートインターチェンジ

（駅から一直線）で、さらなる交通拠点化が期待されている。スマー

トインター付近では工業団地等を計画している。土地取得の 3割を補

助する制度も。鉄路と道路を合わせて拠点性を高める戦略。 

・ 中心市街地の大型店へ車で来た人は周辺商業施設へ歩くことを少な

いため、市街地の回遊性が課題。 

県民からの声、県

民意識の変化や県

民生活環境への影

響や効果 

・ 開業後、首都圏への通勤・通学者が増えたことが大きい。駐車場の整

備もベットタウンを目指した戦略の一環。 

・ 現状、市民は県内、あるいは埼玉県の大型ショッピング施設での買物

をする機会が多い。 

・ 中心市街地に居住する人も車は手放してはいない。 

・ 大宮までは早いが、在来線とそれほど時間は変わらないという印象。

開業前、開業時の

取組みや開業前に

想定していたこと

に関して 

・ 現在、高崎駅西口・東口において、さらにペデストリアンデッキを拡

充する事業を行っている。また、ソフト事業にも多数取り組んでおり、

駅周辺への投資を強化している。 

・ 中心市街地活性化の戦略イメージとして、駅周辺と市役所周辺を 2つ

の軸として周辺への波及をはかっている。 

・ 金沢市と友好都市。 

その他、新幹線がも

たらしたメリット、

デメリット、あるい

は想定されるメリッ

ト、デメリットなど 

・ 高崎でも支店や営業所の撤退はある。 

・ 新幹線駅構内の JR 東日本が開発したビルのみで土産物を含む買物が

完結してしまい、駅周辺に人が流れない。駅から若干離れた商店街へ

の影響は少ない。 

・ 延伸されると高崎駅を通過する本数も増えることが問題。 
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新幹線プロジェクト／ヒアリングシート（高崎商工会議所） 

視察日 平成 23 年 10 月 14 日（金） 

視察先 高崎商工会議所 中小企業相談所 商業振興課 

観光関連分野への

影響や効果 

・ 駅には乗換を含めて、多くのお客様がいらっしゃるが、そのお客様

をどのように中心市街地へ訪れてもらえるかが課題。 

・ 中心市街地の駐車場はやはり有料であり、郊外のショッピングセン

ターとの比較になると厳しい。 

商工業機能等の集

積に関する影響や

効果 

・ 「高崎新産業副都心」として都市間競争を戦える産業・経済競争力

を備えるべく、ハード・ソフト両面において取り組んでいる。スマ

ートインターチェンジの建設を契機に、「都市集客施設（コンベンシ

ョン施設）」などを行政に提言している。 

・ 駅周辺には大型店が４店あり、商店街のあるスズランまでは歩かな

い。郊外では前橋南にコストコができた。メトロも出店。当然、イ

オン、アピタもある。さらには越谷のイオンや埼玉県等のアウトレ

ットにも多くの市民が出かけている。車社会。 

・ 駅周辺の商業施設の売場面積、販売額ともに減少。 

・ 近年、群馬県の高崎市以外の各市では、中心市街地にある大型店の

1、2店は閉鎖が相次いでいる。 

・ 工業団地が不足していることから、開発・整備を要望している。 

飛行機・在来線・

バス・路面電車・

自動車等への影響

や効果 

・ 新幹線と高速を結ぶ沿線の開発委員会を設置し市に提言。さらに駅

周辺開発に関する委員会と「食」で高崎を元気にする委員会も設置

し、合わせて市に提言を行った。 

・ 北関東自動車道の全線開通（H23.3）によって、茨城・栃木・群馬や

東北が近くなった。日立那珂港が近くなったが、便数の影響で利用

はまだ進んでいない。 

県民からの声、県

民意識の変化や県

民生活環境への影

響や効果 

・ 大宮や柏などの駅周辺のハード、ソフト両面のまちづくりに関して、

会議所として勉強している。 

・ ペデストリアンデッキがあると、駅からそのまま目的地に行けるた

め、非常に便利。さらに広げる計画がある。 

開業前、開業時の

取組みや開業前に

想定していたこと

に関して 

・ 高崎市を交流拠点として、降りてもらえる取組みを行っている。 

・ 郊外に対して中心市街地にある大型店と商店街をまとめて行ったも

のが高崎商都博覧会。大型店と連携していかなければいけない時代。

この事業にも行政からの支援をいただいている。商工会議所からも

当然ながら負担している。 

・ まちなかの飲食も応援しようと「高崎バル」。3,000円で「小皿とド

リンク」が 5 枚。飲食店 5店舗、あるいは 5 人で使ってくださいと

いう考え方である。高崎商都博覧会と同時開催。 

その他、新幹線がも

たらしたメリット、

デメリット、あるい

は想定されるメリッ

ト、デメリットなど 

・ 駅自体が「駅なか商店街」になってしまっており、駅構内で土産物

などすべて揃ってしまう。JRは物販事業で利益が上がっているのだ

ろう。まだ、高崎は改札の中には店舗が無いが、都内は改札の中で

いろんなお店が繁盛している。 

・ 以前は高崎を通過した新幹線も多かったが、JRに要望を行い、現在

は多くが高崎に止まるようになった。 
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新幹線プロジェクト／ヒアリングシート（広島商工会議所） 

視察日 平成 23 年 9 月 29 日（木） 

視察先 広島商工会議所 商工部 

広島市の概要と

周辺都市との関

係 

・ 広島は「3B」の街と言われている。支店が多い「BRANCH」、バス事業者

が多い「BUS」、橋が多い「BRIDGE」（２㍍以上の橋が 2,500 個）の３つ

の B。これに野球「BASEBALL」と飲み屋「BAR」を加え「5B」ともいう。

・ デルタ地帯にある都市であるため、地下鉄が建設しにくい。1994 年の

アジア大会にあわせ、タイヤで走る新交通システム「アストラムライ

ン」が運行、中心部とビックアーチを結ぶ。 

・ マツダ自動車の本社があり、関連会社も多い。 

・ 広島会議所運輸部会では、平成 19 年に広島地域における総合交通体系

のあり方について取りまとめ、提言を行っている。 

・ 提言の内容は①広島西飛行場の活用策②広島駅周辺の整備（駅北口で

の第 2 バスセンターの整備）③路面電車の速達性④広島空港へのアク

セスの改善、の 4つ。内容は、平成 23 年 3 月に閣議決定した交通基本

法にも照らし合わせながら見直していきたい。 

・ 中心市街地には旧広島市民球場や東広島市に移転した広島大学跡地、

廃港となった広島西飛行場の空き地があり、今後の開発計画等が注目。

広島駅周辺の現

状 

・ 広島駅の北口（新幹線口）にはシェラトンホテルやマンションが完成。

・ 路面電車の乗り場がある南側には広島カープの本拠地である広島市民

球場がオープンしたほか、現在空き地となっているエリアに地元スー

パー本社やがん治療センターなどが建設される見込み。 

・ また、駅前市場が森ビルグループが再開発事業を手掛ける予定。 

路 面 電 車 や バ

ス、空港を取り

巻く現状 

・ 路面電車の路線網では日本一の規模。大正元年に開業。大阪や京都で

廃線となった電車を寄付してもらい、広島で運行。動く電車の博物館

と言われる。新型の低床車両や被爆電車もある。 

・ バス事業者が７社。中心部にある八丁堀には全てのバス事業者が乗り

入れており 14 のバス停がある。観光客はもちろんだが、市民も乗りこ

なすことが難しい。 

・ 広島電鉄では路面電車を運行している区間でバスも走らせている。 

・ 新交通システム「アストラムライン」とＪＲ線を連結させ、市民の交

通の利便性を高める予定。 

・ 三原市に広島空港を建設。羽田や札幌の国内線のほか、ソウル（仁川）

や上海などへの国際便も就航。福山市民の利用を見込み三原市に建設

したが、福山市民の移動は新幹線が多いようだ。広島市からも 1 時間

ほどかかり、少し遠い。 

・ 広島空港にアクセスする高速道を建設中だが、地盤沈下といったトラ

ブルで、建設が進んでいない。 

新幹線による影

響と効果 

・ 新幹線は当たり前。 

・ 広島あたりが、東京へ向かう飛行機と新幹線のそれぞれ損益分岐点。

企業進出・企業

誘致関係 

・ マツダ自動車の本社があり、関連企業も多い。 

・ 支社、支店が多く、会議所の支店長会には 200 社ほど加盟。 

観光・コンベン

ション関係 

・ 修学旅行として年間 30万人訪れる。原爆ドームのある平和公園には大

型バスの駐車場がないといった問題もある。 
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新幹線プロジェクト／ヒアリングシート（広島電鉄㈱） 

視察日 平成 23 年 9 月 29 日（木） 

視察先 広島電鉄㈱ 総合企画グループ 

同社の概要 ・ 同社は平成 24 年に創立 100 周年を迎える。 

・ 大手ゼネコン「大林組」の大林氏が、明治期、広島城のお堀を埋めて、

その土地に線路を引き電車を走らせたのが始まり。東日本と西日本で

は路面電車の線路の幅が異なるが広島は幅広い標準型で、新幹線の幅

と同じ。 

・ 1 日の乗降者数（15 万人）や保有車両数（256 両）で日本一。日本で最

初に低床車両を導入した。 

広島市の概要と

周辺都市との関

係 

・ 平成 22 年 10 月末に広島西飛行場が廃港。 

・ 隣県の岡山の勢いが強い。岡山と四国は瀬戸大橋で連絡。四国の中心

は岡山という人まで。 

・ 道州制を考える上で、時間を考慮した都市交通体系を考える必要あり。

・ 原爆ドーム、宮島には修学旅行で訪れる人が多いが、訪れるだけで、

宿泊はなし。宿泊が伴わないため経済効果も薄い。 

広島駅周辺の現

状 

・ 広島駅前の整備はＪＲの協力がないと成り立たない。駅の南北を結ぶ

連絡通路をＪＲが整備してくれた。 

路 面 電 車 や バ

ス、空港を取り

巻く現状 

・ 市内線の軌道は 8系統で営業距離は 19 ㌔。低床車両のグリーンムーバ

ーマックスが走行。宮島線は、西広島駅から宮島口駅まで 16.1 ㌔、Ｊ

Ｒ線に並行し、海岸線を走行。 

・ ＪＲ線が広島市を囲むように走行している。広島駅、横川駅、西広島

駅がＪＲ線との結節点。 

・ 「歩かせない、濡らさない、待たせない」をコンセプトに交通結節点

を整備。ＪＲと連結する横川駅では、交差点工事にあわせて、国道に

あった横川駅電停をＪＲ横川駅前広場に乗り入れさせ、大屋根で覆い、

雨に濡れずに移動できるようにした。また、廿日市市役所前駅の電停

とバス停を一体化整備も行い、同一ホームでバスや電車に乗り降りで

きるようにした。 

・ 国際観光都市であり、外国人観光客も多く、4カ国語の電停看板を設置。

原爆ドーム前の看板は日本語、英語、ハングル語、台湾語で表記。 

・ 路面電車の観光資源化として、イベント電車やデコレーション電車な

どを運行させている。 

・ 1 時間に 60 本以上の電車を走行させており、スムーズに電車を運行す

るとともに、観光客等にも行き先を分かりやすくするため、ロケーシ

ョンシステムの高度化も推進している。 

・ 原爆ドーム前では街なかの美化を目的に、軌道内の緑化化を検討（2

年後の菓子博にあわせて）。 

・ ＩＣカード「ＰＡＳＰＹ（ﾊﾟｽﾋﾟｰ）」事業も実施。 

・ 広島駅から広島空港にリムジンバスが運行されているが、交通渋滞な

どで定時に空港につかないといった問題がある。（ＪＲにすれば空港

はライバル。アクセスの改善はないだろう） 

新幹線による影

響と効果 

・ 広島では新幹線が当たり前になっている。 

・ 新幹線が運んで来てくれたお客様を、同社が街なかに誘導するスタイ

ル。もっと広電を活用してもらうため、ＪＲにも協力いただき、東京

で広電の切符が購入できるようにしたい。そのような関係を築きたい。
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新幹線プロジェクト／ヒアリングシート（岡山商工会議所） 

視察日 平成 23 年 9 月 30 日（金） 

視察先 岡山商工会議所 企画振興部 

岡山市の概要と

周辺都市との関

係 

・ 岡山市には①厳しい財政状況②民間事業者の調整の困難さ③権利関係

の調整の困難さ、といった 3つの課題がある。 

・ 林原グループは、池田家の学術家老の家柄であったが経営破綻。 

・ 表町商店街にある天満屋も岡山のシンボル。戦後、無償でバスターミ

ナルを提供した経緯で、駅前と表町にバスターミナルがある。 

・ 倉敷で建設されているアウトレット。倉敷には既にイオンモールがあ

り、建設計画のあるイトーヨーカドーも完成すれば、岡山市の商業者

には致命的。高島屋も売上 3 割減が続くと予想。岡山と倉敷とは電車

で 10 分程度、中四国からも集客が見込まれる。 

・ 新幹線開通、空港と瀬戸大橋、そして今が 3回目の変わり目。 

・ 道州制の議論では、岡山県は中四国州、広島県は中国州を主張。 

・ 鳥取から大阪と岡山へ行く時間は変わらないため、大阪に行っている。

岡山駅周辺の現

状 

・ 岡山駅西口にはコンベンションセンター、ＮＨＫ会館、ＡＮＡホテル、

岡山大学、運転免許センター、高速バスなどがある。（山陽新幹線で東

西に出入り口があるのは岡山のみ。他は南北に） 

路 面 電 車 や バ

ス、空港を取り

巻く現状 

・ 岡山駅にはＪＲ8路線、バス会社 7社がある。 

・ 岡山空港には無料駐車場（3200 台）もあり便利。小さな空港であった

昭和 63 年以前、新幹線と飛行機の利用割合は 98：2。その後、空港利

用促進協議会を商工会議所で立ち上げた。以前はＡＮＡの空であった

が、ＪＡＬが参入しダブルトラック化、運賃も下がった。 

・ 現在の新幹線：飛行機の利用割合は 65：35。搭乗率はＡＮＡ75％ＪＡ

Ｌ65％。料金もほぼ同じ。ＪＡＬの参入で料金も下がり、県民の利便

性も高まった。新幹線開業による最大の効果は岡山空港の開港。 

・ 東京駅への所要時間は新幹線も飛行機もほぼ同じ。年間の利用者は 150

万人。飛行機の欠航は殆どないが、新幹線は雪で止まることもある。

・ 高松にはＬＣＣが就航予定。岡山県もＬＣＣ会社に打診中。 

新幹線による影

響と効果 

・ 昭和 47 年の新幹線開業で街は大きく変わった（東京へ当時は 4時間、

今は 3時間 17 分）。 

・ 四国や山陰には岡山経由で行くため、乗降者数は多い（新幹線開業時

11万 1千人⇒現在 18万人） 

・ ①新幹線開通②高速道路完成③空港完成（昭和 63 年）の順に施設が完

成した。空港の完成と同時に、瀬戸大橋が完成した。 

・ 岡山の高速道路数は縦に 1本、横に 2本。面積当たりの高速数日本一。

・ 今回の九州新幹線全線開通で、岡山と鹿児島を結ぶ飛行機が廃止。し

かし、九州との繋がりが強く、復活の要望も強い。 

企業進出・企業

誘致関係 

・ 岡山は地震も少なく自然も穏やか。大震災後、企業進出の声も多い。

・ 岡山をけん引する産業は太陽光発電、医療、航空産業。水島コンビナ

ートにジェット機のエンジンを製造する会社が出来た。 

観光・コンベン

ション関係 

・ 土地柄から、岡山は中国と四国の結節点、中四国の商工会などから見

本市や展示会を岡山で開催したいという要望あり 

駅近くにある旧林原本社跡地を買収したイオンは、都市型ショッピン

グセンターを作り、3,000 名規模のコンベンション施設を併設する予

定。岡山コンベンションセンターの利用率はほぼ 100％。 
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新幹線プロジェクト／ヒアリングシート（岡山電気軌道㈱） 

視察日 平成 23 年 9 月 30 日（金） 

視察先 岡山電気軌道㈱ 電車営業部運輸課 

同社の概要 ・ 両備グループの一員。グループ会社には旅行、不動産、スーパー、タ

クシー、フェリー、百貨店など。 

・ 総売上 20 億円程度。バス 70％、軌道 20％、その他 10％。 

・ 市内にある高島屋が経営難に陥った際同社がサポート。 

・ 同グループのパンフレットやバス、鉄道関係のデザインは、岡山出身

の水戸岡氏が手掛ける。水戸岡氏は九州新幹線のデザインを手掛けた。

・ 路面電車／新車両「ＭＯＭＯ２」は富山ライトレールと同様、新潟ト

ランシスが製造。路面電車を視察しに、全国から訪れる方も多い。 

岡山市の概要と

周辺都市との関

係 

・ 岡山市は、地方都市としては公共交通。一方、隣接する倉敷市は車社

会。三菱自動車工場の影響か。 

・ 岡山駅から後楽園に向かう、路面電車通り沿いの都市銀行跡地に建設

されたマンションは年配の方とファミリー層が入居。車を手放す方も。

・ インバウンドやコンベンション誘致を強化。岡山コンベンションセン

ターのほか、新たなコンベンション施設の建設計画あり。 

・ 岡山駅は四国や山陰へのターミナル駅（拠点性が高い）。通学、通勤で

は、高松まで 1時間ほど。 

・ 岡山市民は、神戸には買い物に出掛けるが、広島には行かない。 

・ 倉敷駅周辺ではアウトレットやイトーヨーカドーが進出予定。車やＪ

Ｒで行き来する市民も増えるだろう。 

岡山駅周辺の現

状 

・ 岡山駅東側で路面電車が運行。西側はペデストリアンデッキが広がり、

駅 2 階から乗合タクシーに乗車できる。ＡＮＡホテルやＮＨＫ会館、

ベネッセコーポレーションなどがある。 

・ 駅東側では大手資本による開発が目立つ。倒産した林原本社跡地では

イオングループの進出計画がある。 

・ 駅東側に広がる地下街は、新幹線と同時に完成。テナントの入れ替え

なども激しい。若い方の店も多く、清潔感が漂う。駅と旧林原本社を

結ぶ地下通路の一角に観光センターがあるが、人通りも少なく目立た

ない。展示物は豊富だが、立地条件が悪い。 

・ 駅から後楽園に向かう途中に、天満屋を核とした中心商店街「表町商

店街」があるが、全国同様、疲弊気味。 

路 面 電 車 や バ

ス、空港を取り

巻く現状 

・ 市内に複数の公共交通事業者、駅から地域別にバス会社運行。 

・ 岡山電気軌道は中心部で路面電車と乗合バスを運行。人口密度の濃い

エリアはあるが、路面電車沿線で人口減少が減少、スプロール化進む。

・ 路面電車の環状線化計画はあったが、事業主体者が明確でなく、まっ

たく進まず。トランジットモールの計画も、サイドリザベーションへ

の反対が多く頓挫。荷卸しやちょっとした買い物客の利便性を考える

と問題あり。 

・ 飛行機とＪＲが激しい競争。駅と空港がリムジンバスで結ばれている。

・ 空港には無料駐車場あり、広島県東部の方は岡山空港から各地へ。 

新幹線による影

響と効果 

・ 山陽新幹線は昭和 47 年に岡山開業、50 年に博多開業。 

・ 岡山は現駅に新幹線駅を併設。新幹線駅と現駅を分離すると周辺開発

が進まず厳しい。倉敷には岡山で乗り換え必要があり観光客には不便。
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